
　八幡宮綴子神社の例大祭並びに鎮座1350年式年大祭な

どが７月14日から16日に行われ、今年の当番町である下町

の直径３．71ｍの大太鼓をはじめ３張りの大太鼓が奉納され、

獅子踊りや奴踊りなどの郷土芸能は、昭和４年以来80年ぶ

りに上町と下町が同年奉納されました。（10頁に関連記事）
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大太鼓の音を轟かせ
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〜八幡宮綴子神社例大祭〜
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　　なまはげめいすいくん

せ
ん
き
ょ

■
投
票
日
・
投
票
時
間 

▽
投
票
日
／
平
成
21
年
８
月
30
日（
日
） 

▽
投
票
時
間
／
午
前
７
時
〜
午
後
７
時
　 

 
　
投
票
は
、
市
内
62
か
所
で
行
わ
れ
ま
す
が
、

今
回
の
選
挙
で
も
投
票
所
の
閉
鎖
時
刻
が

１
時
間
繰
り
上
げ
ら
れ
、
午
後
７
時
ま
で

と
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
次
の
投
票
区
で
は
さ
ら
に
１
時

間
繰
り
上
げ
、
午
後
６
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。 

▽
鷹
巣
地
区
　
田
子
ヶ
沢
、
岩
谷
、
黒
沢
、

坊
山
、
葛
黒
、
竜
森
、
明
利
又 

▽
合
川
地
区
　
三
里
、
三
木
田
、
鎌
沢
、
杉

山
田 

▽
森
吉
地
区
　
浦
田
、
桂
瀬
、
前
田
、
小
又
、

新
屋
布
、
五
味
堀
、
巻
渕 

▽
阿
仁
地
区
　
三
枚
、
吉
田
、
水
無
、
銀
山
、

荒
瀬
、
伏
影
、
根
子
、
比
立
内
、
中
村 

■
投
票
所
が
一
部
変
更
さ
れ
て
い
ま
す 

　
前
回
４
月
の
県
知
事
選
か
ら
、
次
の
投

票
区
の
投
票
所
が
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
後
日
お
送
り
す
る
投
票
所
入
場
券
を
確

認
の
う
え
、
変
更
後
の
投
票
所
で
投
票
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

▽
南
鷹
巣
投
票
区 

　
↓
南
鷹
巣
交
流
セ
ン
タ
ー 

■
投
票
で
き
る
方 

　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方

は
、
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
投
票
所

入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所
で
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。 

①
平
成
元
年
８
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方 

②
平
成
21
年
５
月
17
日
以
前
か
ら
北
秋
田

市
区
域
内
に
引
き
続
き
住
ん
で
い
て
、
住
民

基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方 

忘れずに
投票しよう！

北秋田市選挙管理委員会

北秋田市明るい選挙推進協議会
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※
平
成
21
年
５
月
18
日
以
降
に
北
秋
田
市

に
転
入
の
届
出
を
し
た
方
は
、
転
入
前
の
市

町
村
で
投
票
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。 

　
ま
た
、
大
学
進
学
や
就
職
等
に
よ
り
、
北

秋
田
市
に
住
民
票
を
置
い
た
ま
ま
、
実
際
に

は
他
の
市
町
村
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
投
票

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

■
投
票
日
当
日
ご
都
合
の
悪
い
方
は 

　
期
日
前
投
票
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す 

▽
期
日
前
投
票 

　
投
票
日
に
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

方
は
、「
期
日
前
投
票
」
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 

　
期
日
前
投
票
を
す
る
際
は
、
投
票
所
入

場
券
の
裏
面
「
期
日
前
・
不
在
者
投
票
宣
誓

書
兼
請
求
書
」
に
、
あ
ら
か
じ
め
、
請
求
日
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
、
電
話
番
号
及

び
理
由
を
記
入
し
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
投
票
す
る
と
き
に
満
20
歳
に
な
っ

て
い
な
い
と
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
誕
生
日
が
平
成
元
年
８
月
21
日
〜
31

日
生
ま
れ
の
方
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
選

挙
管
理
委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

▽
不
在
者
投
票 

　
仕
事
や
旅
行
、
住
所
移
転
等
で
選
挙
期

間
中
に
北
秋
田
市
で
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
方
は
、
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員

会
に
出
向
い
て
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
滞
在
先
で
不
在
者
投
票
を

す
る
場
合
は
、
投
票
所
入
場
券
の
裏
面
「
期

日
前
・
不
在
者
投
票
宣
誓
書
兼
請
求
書
」

に
請
求
日
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
の

ほ
か
、
滞
在
先
の
住
所
及
び
電
話
番
号
を

記
入
の
う
え
、
封
書
で
選
挙
管
理
委
員
会

に
投
票
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
投

票
用
紙
の
郵
送
手
続
き
に
日
数
が
か
か
り

ま
す
の
で
、
請
求
は
早
め
に
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
不
在
者
投
票
の
指
定
を
受
け
た
病

院
・
施
設
に
入
院
・
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
、

そ
の
病
院
・
施
設
で
投
票
が
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

■
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す 

　
両
下
肢
・
体
幹
・
移
動
機
能
の
障
害
な
ど
、

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
身
体
に
重
度
の
障

害
の
あ
る
方
や
、
介
護
保
険
証
に
要
介
護

状
態
区
分
が
要
介
護
５
で
あ
る
者
と
し
て

記
載
さ
れ
て
い
る
方
で
、「
郵
便
投
票
証
明

書
」
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
、
郵
便

に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

■
期
日
前
投
票
の
期
間
・
場
所 

　
平
成
21
年
８
月
19
日（
水
）か
ら 

　
平
成
21
年
８
月
29
日（
土
）ま
で 

▽
北
秋
田
市
役
所
本
庁
３
階
第
３
会
議
室

　
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時
ま
で 

▽
合
川
庁
舎
、
森
吉
庁
舎
、
阿
仁
庁
舎
＝
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
ま
で 

※
な
お
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

は
、
８
月
23
日
（
日
）
か
ら
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

■
投
票
の
種
類 

【
衆
議
院
小
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
】 

　
投
票
し
た
い
候
補
者
の
名
前
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。 

【
衆
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
】 

　
投
票
し
た
い
政
党
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
】 

　
投
票
用
紙
に
書
か
れ
て
い
る
裁
判
官
に

つ
い
て
、
罷
免
し
た
い
（
や
め
さ
せ
た
い
）

裁
判
官
に
×
印
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
入
場
券
の
送
付
に
つ
い
て 

　
投
票
所
入
場
券
は
８
月
17
日
頃
に
郵
送

す
る
予
定
で
す
。
今
回
の
選
挙
で
も
入
場
券

は
ハ
ガ
キ
と
し
、
個
人
ご
と
に
お
送
り
し
ま
す
。 

　
も
し
、
入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
は
、
選

挙
管
理
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　
投
票
の
際
は
、
入
場
券
を
忘
れ
ず
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
開
票
は
鷹
巣
体
育
館
で
行
い
ま
す 

　
今
回
の
選
挙
の
開
票
は
、
投
票
日
当
日

の
午
後
８
時
30
分
か
ら
鷹
巣
体
育
館
で
行

い
ま
す
。 

　
な
お
、
駐
車
場
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
自
動
車
で
お
越
し
の
際
は
で
き

る
だ
け
乗
り
合
い
で
お
願
い
し
ま
す
。 

 

◎
お
問
い
合
わ
せ 

 

北
秋
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

　
　
　
　
　
　
　
�

62-

６
６
１
４ 

投
票
箱 

○本○郎 

小選挙区の投票

候補者名 書いて投票 を 

投
票
箱 

○△党 

比例代表の投票

政党名 書いて投票 を 
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災害−集中豪雨

■
18
日
、
災
害
対
策
本
部
を
設
置 

　
本
市
で
は
、
17
日
か
ら
の
降
雨
に

伴
い
綴
子
川
が
警
戒
水
位
を
超
え

は
ん
ら
ん
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
18

日
午
後
11
時
に
災
害
対
策
本
部（
本

部
長
＝
津
谷
市
長
）を
設
置
し
ま
し

た
。 

　
鷹
巣
地
区
で
は
、
11
時
10
分
に
綴

子
川
に
合
流
す
る
谷
地
川
が
増
水

し
て
隣
接

の
私
道
が

冠
水
、床
下

浸
水
の
恐

れ
が
あ
る

こ
と
か
ら
、

綴
子
字
掛

泥
向
の
６

世
帯
16
人

に
避
難
勧
告
を
出
し
、
翌
19
日
午

前
０
時
25
分
ま
で
に
避
難
場
所
で

あ
る
材
木
町
の
交
流
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
全
世
帯
が
避
難
を
完
了
し
ま

し
た
。 

■
全
市
で
９
３
９
世
帯
、２
千
６
百

人
に
避
難
勧
告 

　
ま
た
、森
吉
地
区
で
も
阿
仁
川
が

警
戒
水
位
を
越
え
た
こ
と
か
ら
、午

後
８
時
、阿
仁
川
に
隣
接
す
る
小
又
、

前
田
駅
前
、通
り
町
、鍛
冶
町
、下
前

田
、大
渕
な
ど
の
２
９
９
世
帯
７
５

６
人
と
合
川
地
区
の
西
根
田
、羽
根

山
、
李
岱
、
明
田
な
ど
の
３
２
５
世

帯
９
４
１
人
に
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
、

さ
ら
に
午
前
10
時
20
分
に
合
川
地

区
の
増
沢
、
木
戸
石
、
八
幡
岱
の
３

０
３
世
帯
９
４
１
人
が
対
象
に
加

わ
り
ま
し
た
。 

　
避
難
所
と
な
っ
た
阿
仁
前
田
の

ク
ウ
ィ
ン
ス
森
吉
、四
季
美
館
ほ
か

合
川
地
区
の
各
地
区
集
会
施
設
、鷹

巣
地
区
の
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
は
、

大
勢
の
市
民
が
避
難
し
、避
難
勧
告

の
解
除
を
待
ち
ま
し
た
。
　 

　
避
難
勧
告
が
解
除
さ
れ
た
の
は

森
吉
地
区
が
19
日
午
後
４
時
30
分
、

鷹
巣
地
区
が
同
５
時 
。
合
川
地
区

は
小
阿
仁
川
の
水
位
が
下
が
ら
な
か
っ

た
た
め
、翌
20
日
午
前
7
時
30
分
に

解
除
さ
れ
ま
し
た
。 

■
床
上
浸
水
２
棟
・
床
下
浸
水
12
棟

な
ど 

　
今
回
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害
は
、

避
難
時
に
手
足
に
け
が
を
す
る
な

ど
人
的
被
害
が
２
件
、人
家
の
裏
山

が
崩
れ
家
屋
の
一
部
損
壊
や
床
上

浸
水
な
ど
住
宅
被
害
が
15
件
、水
田

冠
水
が
５
８
８
ha
に
上
り
ま
し
た
。 

　
市
が
ま
と
め
た
７
月
22
日
現
在

の
主
な
被
害
状
況
は
次
の
通
り
で
す
。 

    

　
低
気
圧
か
ら
延
び
る
梅
雨
前
線
の
影
響
に
よ
り
、７
月

18
日
か
ら

19
日
に
か
け
て
北
鹿
地
方
に
大
雨
が
降
り
、本
市
で
も
18
日
午
後
か

ら
24
時
間
で
降
っ
た
雨
は
７
月
の
観
測
史
上
最
高
値
を
更
新
、阿
仁

川
や
米
代
川
流
域
で
河
川
が
氾
ら
ん
し
、
浸
水
や
土
砂
災
害
、
農
業

災
害
な
ど
の
被
害
が
広
が
り
ま
し
た
。

鷹巣地区

合川地区

森吉地区

阿仁地区

　 計

２ 

０ 

０ 

０ 

２ 

８ 

８ 

０ 

０ 

１６ 

２０８ 

３００ 

８０ 

０ 

５８８ 

２ 

１ 

０ 

０ 

３ 

床上
浸水

非住家
被　害

農地
冠水

住宅被害区分

地区
道路等

河川 
 １カ所 
市道 
 ３カ所 

単位：建物＝棟、農地＝ha

災害対策本部会議(19日大会議室）災害対策本部会議(19日大会議室）

▲
 

水
没
し
た
市
道 

坊
沢
〜
大
向
線 

▲
 

冠
水
し
た
羽
根
山
地
内 

の
水
田 

▲
 

増
水
し
た
阿
仁
川 

（
増
沢
地
内
） 

▲
 

裏
山
が
崩
れ
家
屋
が
一
部 

損
壊(

田
沢
地
内
） 
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平成21年度北秋田市行政協力委員全体会

                   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 　
行
政
協
力
委
員
は
、
広
報
紙
の
配
布
、

市
と
住
民
と
の
連
絡
調
整
な
ど
の
職
務

を
持
つ
、
非
常
勤
特
別
職
の
公
務
員
で
、

北
秋
田
市
で
は
、
鷹
巣
地
区
１
１
６
人
、

阿
仁
地
区
39
人
、
森
吉
地
区
69
人
、
合
川

地
区
52
人
の
合
計
２
７
６
人
が
委
嘱
さ

れ
て
お
り
、毎
年
各
地
区
で
全
体
会
議
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
う
ち
、７
日
に
中
央
公
民
館
で
開

か
れ
た
鷹
巣
地
区
の
全
体
会
で
は
、
72

人
の
行
政
協
力
委
員
が
出
席
。は
じ
め
に

津
谷
市
長
が「
平
素
よ
り
広
報
紙
の
配
布

や
行
政
情
報
の
周
知
、連
絡
調
整
な
ど
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、あ
ら
た
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。市
に
関
す
る
様
々
な
情
報

を
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
、
共
有
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
市
民
と
同
じ
目

線
で
物
事
を
考
え
て
い
く
と
と
も
に
、市

が
抱
え
て
い
る
問
題
等
に
つ
い
て
も
皆

さ
ん
に
で
き
る
だ
け
早
く
お
伝
え
し
て

共
有
し
て
い
き
た
い
。
今
日
は
、
行
政
へ

の
率
直
な
ご
意
見
、ご
提
言
を
お
願
い
し

た
い
」な
ど
と
あ
い
さ
つ
。 

　
続
い
て
、市
職
員
が
行
政
協
力
委
員
制

度
や
広
報
紙
等
の
配
布
等
に
つ
い
て
説

明
。
前
述
に
関
す
る
質
疑
応
答
の
あ
と
、

内
陸
線
の
乗
車
運
動
の
お
願
い
や
防
犯

街
灯
更
新
事
業
の
要
旨
を
説
明
し
ま
し

た
。
ま
た
、
消
防
本
部
か
ら
市
内
の
火
災

発
生
状
況
や
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
促
進
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
、市
政
全

般
に
か
か
る
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

　
各
地
区
で
の
全
体
会
で
出
さ
れ
た
主

な
質
問
と
回
答
は
次
の
通
り
で
す（
回
答

が
緑
字
）。 

▽
各
集
落
へ
の
案
内
板
設
置
に
つ
い
て

進
行
状
況
は
／
今
年
度
内
に
実
施
す
る

予
定
。現
在
計
画
中
で
す
。 

▽
市
民
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
有
料
か
。

有
料
と
す
れ
ば
鷹
巣
地
区
か
ら
の
料
金

は
。
／
有
料
。
鷹
巣
駅
か
ら
病
院
は
４
４

０
円
。大
野
台
駅
か
ら
病
院
は
１
９
０
円
。 

▽
防
犯
灯
設
置
に
係
り
、蛍
光
灯
は
実
施

す
る
と
の
こ
と
だ
か
、木
柱
の
交
換
に
つ

い
て
は
実
施
す
る
の
か
／
要
望
が
あ
っ

た
も
の
は
す
べ
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。 

▽
火
災
警
報
器
の
設
置
に
つ
い
て
、補
助

金
の
交
付
は
22
年
３
月
ま
で
と
な
っ
て

い
る
が
、そ
れ
以
降
の
設
置
に
対
す
る
補

助
は
な
い
か
／
少
し
で
も
早
く
設
置
し

て
も
ら
い
た
い
と
の
理
由
で
交
付
期
限

を
設
定
し
た
。期
限
以
降
の
補
助
に
つ
い

て
は
、市
内
の
設
置
状
況
等
を
見
な
が
ら

検
討
し
た
い
。 

▽
市
民
病
院
説
明
会
に
係
る
通
知
に
つ

い
て
、
周
知
す
る
期
間
が
短
い
の
で
は
。

ま
た
、回
覧
す
る
に
あ
た
り
必
要
な
枚
数

が
配
布
さ
れ
な
か
っ
た
／
説
明
会
に
つ

い
て
は
、当
初
７
月
を
予
定
し
て
お
り
ま

し
た
が
「
市
民
の
皆
さ
ん
に
、病
院
の
状

況
を
少
し
で
も
早
く
お
伝
え
し
た
い
」

と
の
思
い
か
ら
６
月
20
〜
21
日
に
実
施

し
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
周
知
す
る
期

間
が
短
く
な
っ
て
し
ま
い
、急
な
対
応
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。
回
覧
部
数
に
つ
い
て
は
、
再
度

確
認
し
、充
分
な
枚
数
を
届
け
ま
す
。 

▽
内
陸
線
は
、
23
年
度
ま
で
に
年
60
万
人

の
利
用
と
経
常
損
失
２
億
円
と
し
て
い

る
が
、今
年
度
は
ど
の
く
ら
い
乗
車
人
数

を
見
込
ん
で
い
る
か
。／
今
年
度
い
く
ら

と
い
う
こ
と
は
見
込
ん
で
い
な
い
。県
と

再
生
総
合
事
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
。 

▽
自
治
会
管
理
の
街
灯
で
も
公
共
性
の

高
い
も
の
に
つ
い
て
は
市
か
ら
の
助
成

を
お
願
い
し
た
い
。
／
今
後
、
検
討
し
ま

す
。 

▽
内
陸
線
の
二
次
ア
ク
セ
ス
の
実
証
期

間
は
、ま
た
期
間
が
終
了
し
た
場
合
は
ど

う
な
る
の
か
。／
期
間
は
１
か
月
で
す
が
、

利
用
状
況
を
見
て
期
間
延
長
等
を
検
討

し
ま
す
。 

　
平
成
21
年
度
北
秋
田
市
行
政
協
力
委
員
全
体
会
議
が
鷹
巣
・
合
川
・

森
吉
・
阿
仁
の
４
地
区
で
７
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
の
４
日
間
、各
地

区
の
公
民
館
等
で
開
か
れ
、市
か
ら
は
防
犯
街
灯
更
新
事
業
、内
陸
線

の
乗
車
運
動
、住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
な
ど
に
つ
い
て
協
力
を

お
願
い
し
た
ほ
か
、地
域
課
題
等
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

 
▲
 　

４
地
区
で
開
催
さ
れ
た
行
政
協
力
委

員
各
地
区
全
体
会
議
︵
鷹
巣
地
区
会
場
︶
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石
油
や
石
炭
な
ど
の
化
石
資
源
に
は
限

り
が
あ
り
ま
す
が
、
バ
イ
オ
マ
ス
は
植
物

の
光
合
成
に
よ
っ
て
つ
く
り
出
さ
れ
る
再

生
可
能
な
生
物
由
来
の
有
機
性
資
源
で
、

太
陽
と
水
と
植
物
が
あ
る
限
り
、
持
続
的

に
再
生
で
き
る
資
源
で
す
。 

　
バ
イ
オ
マ
ス
に
は
、
生
ゴ
ミ
や
家
畜
排

せ
つ
物
な
ど
の
「
廃
棄
系
バ
イ
オ
マ
ス
」、

稲
わ
ら
や
間
伐
材
な
ど
の
「
未
利
用
バ
イ

オ
マ
ス
」、
と
う
も
ろ
こ
し
な
ど
の
「
資
源

作
物
」
な
ど
に
分
類
さ
れ
ま
す
。 

    

１ 

地
球
温
暖
化
の
防
止 

　
温
室
効
果
ガ
ス(

二
酸
化
炭
素
）
の
排
出

を
抑
制
し
ま
す
。 

 

２ 

循
環
型
社
会
の
形
成 

　「
資
源
使
い
捨
て
社
会
」
か
ら
「
資
源
リ

サ
イ
ク
ル
」
へ
の
移
行
を
促
進
し
ま
す
。 

 

３ 

戦
略
的
産
業
の
育
成 

　
バ
イ
オ
マ
ス
を
利
用
し
た
「
新
た
な
産

業
」
が
生
ま
れ
ま
す
。 

 

４ 

農
山
漁
村
の
活
性
化
　
　
　
　
　
　
　

　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
素
材
の
供
給
」
と
い

う
新
た
な
役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

バ

イ

オ

マ

ス

と

は

?
 

▲木質バイオエタノール製造実証プラント 

　
市
が
建
設
誘
致
を
し
て
坊
沢
字
大
野
宮
後
地
内
で
建
設
を
進
め
て
い
た
、独

立
行
政
法
人
　
森
林
総
合
研
究
所
（
茨
城
県
つ
く
ば
市)

の
木
質
バ
イ
オ
エ
タ

ノ
ー
ル
製
造
実
証
プ
ラ
ン
ト
が
完
成
、
実
用
化
に
向
け
た
実
証
試
験
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、市
の
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
と
木
質
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造

実
証
プ
ラ
ン
ト
に
つ
い
て
、そ
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

・下水汚泥 

・食品廃棄物 

・家畜排せつ物 

・建設発生木材 

廃棄系バイオマス 

・稲わら 

・もみ殻 

・間伐材 

未利用バイオマス 

・飼料作物 

・でんぷん系作物 
　　　　　など 

資源作物 

バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
の
メ
リ
ッ
ト 

域内において、広く地域の関係者の連

携の下、バイオマスの発生から利用ま

でが効率的なプロセスで結ばれた総

合的利用システムが構築され、安定的

かつ適正なバイオマス利用が行なわ

れているか、あるいは今後行なわれる

ことが見込まれる地域のことです。 

市町村が中心となっ

て、地域のバイオマ

ス利用の全体プラン

「バイオマスタウン

構想」を作成し、その

実現に向けて取り組

みを進めていきます。 
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前
述
の
と
お
り
、
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

構
想
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市
内
の
各
種

バ
イ
オ
マ
ス
利
用
可
能
量
、
利
活
用
の
状

況
、
利
用
可
能
特
性
、
利
活
用
の
課
題
等

を
踏
ま
え
て
、
▽
家
畜
排
せ
つ
物
、
製
材

工
場
残
材
、
食
品
廃
棄
物
の
利
活
用
を
優

先
す
る
。
▽
未
利
用
バ
イ
オ
マ
ス
の
林
地

残
材
、
稲
わ
ら
等
の
利
活
用
を
優
先
す
る
、

と
し
た
基
本
方
針
に
従
い
、
林
地
残
材
・

製
材
工
場
残
材
な
ど
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

の
利
活
用
と
、
耕
畜
連
携
し
た
「
土
づ
く

り
」
を
進
め
る
こ
と
で
農
畜
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
化
に
努
め
、
地
域
産
業
の
振
興
を
図

り
な
が
ら
「
ひ
と
」
と
「
自
然
」
の
調
和

に
よ
る
ぬ
く
も
り
あ
る
交
流
都
市
を
目
指

し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
家
畜
排
せ
つ
物
・

生
ご
み
の
堆
肥
化
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の

固
形
燃
料
化
・
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
燃
料

化
、
稲
わ
ら
等
の
自
給
飼
料
の
促
進
等
の

取
組
み
を
進
め
る
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構

想
を
策
定
し
ま
し
た
。 

   

セ
ル
ロ
ー
ス
（
植
物
細
胞
の
細
胞
壁
お
よ

び
繊
維
の
主
成
分
）、
ヘ
ミ
セ
ル
ロ
ー
ス
（
不

溶
性
繊
維
質
）
な
ど
植
物
の
主
成
分
の
多

糖
類
を
酵
素
等
に
よ
り
単
糖
に
変
換
し
、

さ
ら
に
そ
の
糖
分
を
酵
母
で
発
酵
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
エ
タ
ノ
ー
ル
が
生
成
さ
れ
る

こ
と
を
利
用
し
て
、
菜
の
花
や
と
う
も
ろ

こ
し
を
原
料
と
し
た
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル

を
製
造
す
る
方
法
は
す
で
に
実
用
化
さ
れ

広
く
一
般
に
知
れ
渡
っ
て
い
ま
す
。
　
今

回
、
市
内
に
建
設
さ
れ
た
木
質
バ
イ
オ
エ

タ
ノ
ー
ル
製
造
実
証
プ
ラ
ン
ト
は
、
食
料

と
競
合
す
る
恐
れ
が
な
い
杉
林
地
残
材
等

を
原
料
と
し
て
用
い
、
木
材
中
に
含
ま
れ

る
エ
タ
ノ
ー
ル
化
で
き
な
い
成
分
の
リ
グ

ニ
ン
の
分
離
を
こ
れ
ま
で
の
硫
酸
を
用
い

る
方
法
か
ら
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
水
溶
液

に
よ
る
「
ア
ル
カ
リ
蒸
解
法
」
に
変
え
環

境
に
配
慮
し
、
糖
化
と
発
酵
を
同
時
に
行

う
「
同
時
糖
化
発
酵
法
」
に
よ
る
バ
イ
オ

エ
タ
ノ
ー
ル
製
造
を
実
用
化
す
る
た
め
、

平
成
24
年
度
ま
で
の
４
年
間
に
わ
た
り
現

地
で
技
術
実
証
及
び
施
設
改
良
を
行
う
も

の
で
す
。 

エタノール製造工程と主な設備 

（蒸留） 

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
　
　

　
　 

木
質
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造

実
証
プ
ラ
ン
ト
　
　
　
　
　 

木
質
チ
ッ
プ 

チ
ッ
プ
受
入 
原
料
の
予
熱 

ア
ル
カ
リ
蒸
解 

蒸
解
物
の
脱
水 

同
時
糖
化
発
酵 

糖
化
原
料
用
タ
ン
ク 

蒸
解
物
の
洗
浄 

傾
斜
プ
レ
ス
チ
ー
マ
ー 
パ
ン
デ
ィ
ア
式
　
　
　 

　
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ス
ク
リ
ュ
ー 

ス
ク
リ
ュ
ー
プ
レ
ス 

ホ
ッ
パ
ー 

糖
化
・
発
酵
槽 

糖
化
液
原
料
タ
ン
ク 

二
連
洗
浄
フ
ィ
ル
タ
ー 

（脱水） 

（99.5％エタノール） 

北秋田市 は、地球温暖化を防止するため、
バイオマス利活用の先進地域として、環境
を重視した循環型社会の形成を目指します。 
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きたあきたふるさと寄附金

きたあきたふるさと寄附金 

ふるさとづくりを応援してください
北秋田市の

ふるさとづくりを応援してください
北秋田市の

ふるさとづくりを応援してください
北秋田市の

　北秋田市では、「きたあきたふるさと寄附金」の受付をしています。これは、首都圏などに居住し

ながら、「生まれ育ったふるさと北秋田市の発展に貢献したい」・「応援したい」などの想いを、市へ寄

附していただくカタチにすることで、実質ふるさとに納税したことになる制度《ふるさと納税》です。 

　市外にお住いの家族、親族、友人の皆さまへこの制度をお知らせいただき、ぜひご協力ください。 

寄附金は次のような事業に活用します 

●豊かな自然環境に育まれるふるさとづくり事業 

　農林水産業の振興、自然環境の保全、資源循環

型のまちづくり、道路整備・公共交通の確保、情

報通信網の整備、住環境の整備等 

●活気あふれるふるさとづくり事業 

　商業の振興、地域産業の振興、観光・レクリエーシ

ョンの振興、企業誘致・雇用の振興、定住促進等 

●ふれあいとぬくもりのふるさとづくり事業 

 

 

　保健・医療の充実、地域福祉の充実、安心して子

育てできる環境の充実、生涯学習の充実、幼児学校

教育の充実、芸術文化の振興、文化財保護と伝承、

スポーツの振興等 

寄附をすると住民税や所得税が軽減されます 

　北秋田市に5,000円以上の寄附をして、確定申告をすると、寄附した金額から5,000円を差引いた額が、住

民税と所得税から控除されます。《控除額には上限があります》 

東京に住んでいる「北秋田さん」が 

北秋田市に35,000円の寄附をした場合 

給与収入　700万円 

配偶者、子ども２人と同居　所得税 10％ 

住民税（所得割額）　300,000円 

(例)
寄附金額　35,000円 

所得税の控除額 

3,000円 

住民税の控除 
27,000円 

住民税27,000円と所得税3,000円、あわせて30,000円が軽減されます 

控除等の内訳 

控除の対象外 
5,000円 
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きたあきたふるさと寄附金

寄附の申し込み～お振込み手続きについて 

　寄附のお申し込みは、市役所窓口、電話、郵便、ＦＡＸ、電子メールのいずれでもできます。ご連絡

をいただいた方には、担当より必要な書類をお送りします 

●お申し込み方法 

●お振込み方法 

《振込手数料がかからない方法》 

▼市指定の郵便振替用紙による「ゆうちょ銀行」でのお振込 

▼市指定の納付書による「北秋田市指定金融機関等」でのお振込 

《振込手数料等をご負担いただく方法》 

▼上記以外でのお振込 

▼現金書留で送金された場合の郵券料 

●税控除を受けるための手続きについて 

　ご寄附の入金を確認しだい、受領証明書を送付いたします。

その受領証明書で最寄の税務署で確定申告手続きをすること

により、所得税と個人住民税の控除を受けることができます。 

お願い 
本市の「きたあきたふるさと寄附金」への取り組みについては、皆さまの「ふるさとを応援したい」
という善意を寄附という形にしていただくもので、決して寄附を強要するものではありません。  

－－－－－寄附の強要や詐欺行為には十分ご注意ください－－－－－ 

※制度の詳細については市ホームページでもご覧に 

なれます。 http ://www.c ity .k itaak ita .ak ita . jp

きたあきたふるさと寄附金の申込状況 

　みなさんから申込みいただいた、きたあきたふるさと寄附金の申込状況は状況は以下のとおりですのとおり

です。 

寄　附　金　対　象　事　業 

３. ふれあいとぬくもりのふるさとづくり事

４. 市長が必要と認める事業

２. 活気あふれるふるさとづくり事

１. 豊かな自然環境に育まれるふるさとづくり事業　 

件数 金 額  

７ 

３ 

７ 

１０ 

２７ 合　　計 

３２１,０００円 

１１,０００円 

２３７,０００円 

６６６,０００円 

１,２３５,０００円 

　※平成２０年８月から平成２１年６月末現在の申込状況です。 

　※１つのお申込みで２つ以上の対象事業への選択があるため、件数と申込者数は必ずしも一致しません。 

　※いただいた寄附金は、対象事業に有効活用させて頂きます。 

申込者数 １９人 

《お申し込み先・お問い合わせ先》 

　〒０１８－３３９２ 

　秋田県北秋田市花園町１９－１ 

　　北秋田市役所　財務部財政課管財班 

　　電　話：０１８６－６２－６６０３ 

　　FA X：０１８６－６３－２５８６ 

　　Eメール：kanzai@city.kitaakita.akita.jp
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八
幡
宮
綴
子
神
社
（
武
内
尊
英
宮
司
）
の
例
大
祭
並
び
に
鎮
座
１
３
５
０
年
式
年
大

祭
な
ど
が
７
月
14
日
〜
16
日
の
３
日
間
、
同
地
区
で
行
わ
れ
、
今
年
の
当
番
町
で
あ
る

下
町
の
３
張
り
の
大
太
鼓
や
上
町
、下
町
の
獅
子
踊
り
や
奴
踊
り
な
ど
の
郷
土
芸
能
が

同
神
社
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。 

�

八
幡
宮
綴
子
神
社
例
大
祭
、鎮
座
１
３
５
０
年
式
年
大
祭

　
綴
子
神
社
は
、第
37
代
斉
明
天
皇
５
年（
６

５
９
年
）
創
建
（
豊
前
國
旧
官
幣
大
社
・
宇

佐
神
宮
分
社
）の
由
緒
沿
革
で
、旧
比
内
郡

の
総
社
と
し
て
、
東
北
地
方
最
古
の
八
幡

宮
と
も
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
境
内
の
内

館
文
庫
（
県
指
定
史
跡
）
に
は
、
平
安
時
代

か
ら
の
古
書
文
献
を
所
蔵
し
、
氏
子
に
よ

る
大
太
鼓
・
獅
子
踊
り
の
奉
納
行
事
は
鎌

倉
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
は
、
同
神
社
が
鎮
座
１
３
５
０
年

の
節
目
の
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
例
祭

並
び
に
式
年
大
祭
が
行
わ
れ
、
１
９
２
９

年
以
来
80
年
ぶ
り
に
、
獅
子
踊
り
や
奴
踊

り
な
ど
の
奉
納
行
事
を
上
町
・
下
町
の
両

方
が
同
日
奉
納
し
ま
し
た
。ま
た
、当
番
町

は
下
町
。
下
町
の
大
太
鼓
は
最
も
大
き
な

も
の
が
直
径
３
・
71
ｍ
で
昭
和
61
年
、世
界

一
大
き
な
和
太
鼓
と
し
て
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク

で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 
本
祭
り
の
15
日
は
、神
社
で
行
わ
れ
る
例

祭
、式
年
大
祭
の
あ
と
、は
じ
め
に
上
町
が

獅
子
踊
り
や
奴
踊
り
な
ど
が
奉
納
。そ
の
後
、

当
番
町
の
下
町
が
綴
子
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

か
ら
行
列
を
連
ね
て
、
大
太
鼓
３
張
り
を

豪
快
に
打
ち
鳴
ら
し
、綴
子
神
社
に
向
か
い
、

地
元
の
人
た
ち
や
観
光
客
が
見
守
る
境
内

で
奉
納
行
事
を
行
い
ま
し
た
。 

　
境
内
で
は
、太
夫
の
口
上
で
始
ま
り
、子

ど
も
と
大
人
に
よ
る
勇
壮
な
獅
子
踊
り
が

奉
納
行
事
の
口
火
を
切
り
ま
し
た
。続
い
て
、

子
ど
も
会
に
よ
る
奴
踊
り
が
か
わ
い
ら
し

さ
で
観
衆
の
目
を
引
く
と
、
ト
リ
を
飾
っ

た
青
年
会
の
奴
が
軽
快
な
所
作
で
幾
つ
も

の
演
目
を
鮮
や
か
に
決
め
、見
物
客
ら
が
、

満
場
の
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。 

　
奉
納
行
事
の
前
に
神
社
境
内
で
行
わ
れ

た
の
が
作
占
い
の
「
湯
立
て
の
神
事
」
。
武

内
宮
司
に
よ
る
と
今
年
の
作
況
は
「
平
年

作
以
上
」と
の
ご
託
宣
が
あ
り
ま
し
た
。  

　
ま
た
、
16
日
に
は
、
綴
子
小
学
校
で
宇
佐

八
幡
宮
綴
子
神
社
鎮
座
１
３
５
０
年
記
念

式
典
・
祝
賀
会
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
俳
優
の

高
橋
克
典
さ
ん
が
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。 

下町（当番町）の獅子踊り奉納 

80
年
ぶ
り
に
上
町
・
下
町
が

獅
子
踊
り
な
ど
を
同
日
奉
納

同日奉納された上町の獅子踊り 湯立ての神事 太夫が見守るなか下町が境内に 

上
町
・
下
町
が
獅
子
踊
り
や
奴
踊
り
を
奉
納

上
町
・
下
町
が
獅
子
踊
り
や
奴
踊
り
を
奉
納

上
町
・
下
町
が
獅
子
踊
り
や
奴
踊
り
を
奉
納

上
町
・
下
町
が
獅
子
踊
り
や
奴
踊
り
を
奉
納

上
町
・
下
町
が
獅
子
踊
り
や
奴
踊
り
を
奉
納
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市議会第４回臨時会、市長ダイアリー

◇
6
月
16 
日
〜
7
月
15 
日 

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー 

６
月
16
日（
火
）▽
市
議
会
６
月
定
例
会
本
会
議
初
日（
議
事
堂
） 

18
日（
木
）・
19
日（
金
）▽
市
議
会
６
月
定
例
会
本
会
議:

一
般
質
問（
議
事
堂
） 

20
日（
土
）▽
北
秋
田
市
民
病
院
に
係
る
説
明
会（
中
央
公
民
館
） 

21
日（
日
）▽
北
秋
田
市
民
病
院
に
係
る
説
明
会（
阿
仁
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
ほ
か
）▽
北

秋
田
市
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
講
演
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
） 

22
日（
月
）▽
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
株
式
会
社
総
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
） 

23
日（
火
）▽
綴
子
財
産
区
管
理
委
員
選
任
書
交
付
式（
市
役
所
） 

25
日（
木
）▽
堀
井
秋
田
県
副
知
事
に
面
会（
秋
田
市
）▽
甲
斐
日
本
銀
行
秋
田
支
店
長
に

面
会（
秋
田
市
）▽
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
決
算
組
合
会（
秋
田
市
） 

26
日（
金
）▽
市
議
会
６
月
定
例
会
本
会
議
最
終
日（
議
事
堂
） 

27
日
（
土
）
▽
鷹
巣
農
林
高
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
招
待
野
球
試
合
（
中
央
公
園
野
球

場
）
▽
秋
田
県
ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９
（
阿
仁
文
化
セ
ン
タ
ー
）
▽

第
20
回
ブ
ナ
林
と
狩
人
の
会
「
マ
タ
ギ
サ
ミ
ッ
ト
in
阿
仁
」（
阿
仁
文
化
セ
ン

タ
ー
） 

30
日
（
火
）
▽
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
株
式
会
社
定
時
株
主
総
会
臨
時
取
締
役
会
（
阿
仁
庁

舎
）
▽
秋
田
内
陸
線
地
域
公
共
交
通
連
携
協
議
会
（
阿
仁
庁
舎
）
▽
森
吉
山
通

年
観
光
対
策
協
議
会
総
会（
四
季
美
館
） 

７
月
２
日（
木
）▽
佐
竹
秋
田
県
知
事
に
面
会（
秋
田
市
）▽
秋
田
県
鷹
巣
阿
仁
地
域
保
健

医
療
福
祉
協
議
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
） 

３
日（
金
）▽
北
秋
田
地
区
統
合
高
校（
仮
称
）建
設
工
事
安
全
祈
願
祭（
鷹
巣
農
林
高
校
） 

５
日（
日
）▽
綴
子
大
太
鼓
の
里
保
全
隊
に
よ
る
花
の
植
栽
活
動（
綴
子
農
村
公
園
） 

６
日（
月
）▽
北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
正
副
管
理
者
会
議（
衛
生
セ
ン
タ
ー
） 

７
日（
火
）▽
行
政
協
力
委
員
鷹
巣
地
区
全
体
会
議（
中
央
公
民
館
） 

８ 
日（
水
）▽
行
政
協
力
委
員
阿
仁
地
区
全
体
会
議（
阿
仁
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
） 

９ 
日（
木
）▽
行
政
協
力
委
員
森
吉
地
区
全
体
会
議（
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）▽

北
秋
田
建
設
業
協
会
総
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
） 

10 
日（
金
）▽
行
政
協
力
委
員
合
川
地
区
全
体
会
議（
合
川
庁
舎
） 

11 
日（
土
）▽
第
18
回
米
代
川
花
火
大
会（
米
代
川
河
川
公
園
） 

13 
日（
月
）▽
市
議
会
第
４
回
臨
時
会（
議
事
堂
） 

15 
日（
日
）▽
綴
子
神
社
例
大
祭（
綴
子
神
社
） 

  

▲森吉山スキー場ゴンドラ運行費補助金等

の補正予算を可決した市議会第４回臨時会 

市
議
会
第
４
回
臨
時
会

森
吉
山
ス
キ
ー
場
ゴ
ン
ド
ラ
運
行
費
補
助
を
可
決

　
市
議
会
第
４
回
臨
時
会
が
７
月
13
日
、

市
議
事
堂
で
開
催
さ
れ
、
森
吉
山
ス
キ
ー

場
ゴ
ン
ド
ラ
運
行
費
補
助
金
と
地
域
活
性

化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
等
に
伴

う
７
億
４
６
２
３
万
円
を
追
加
す
る
平
成

21
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
が
審
議
さ
れ

ま
し
た
。 

　
補
正
内
容
の
う
ち
、
森
吉
山
ス
キ
ー
場

ゴ
ン
ド
ラ
運
行
費
補
助
金
は
、
施
設
所
有

者
の
㈱
ウ
ィ
ン
タ
ー
リ
ゾ
ー
ツ
社
か
ら
施

設
を
借
り
受
け
て
ゴ
ン
ド
ラ
を
運
航
す
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
の
助
成
を
行
う
も
の
で
す
。 

　
ま
た
、地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨

時
交
付
金
の
関
連
予
算
は
、
国
の
平
成
21

年
度
第
１
次
補
正
予
算
に
お
い
て
、
地
方

公
共
団
体
が
地
球
温
暖
化
対
策
、
少
子
高

齢
化
社
会
へ
の
対
応
、
安
全
・
安
心
の
実

現
、
そ
の
他
将
来
に
向
け
た
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
事
業
を
実
施
で

き
る
よ
う
臨
時
交
付
金
が
創
設
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
て
、市
に
お
い
て
地
域
活
性
化
、

低
炭
素
革
命
、
健
康
寿
命
・
子
育
て
、
底
力

発
揮
・
21
世
紀
型
イ
ン
フ
ラ
整
備
、安
全
安

心
確
保
の
各
分
野
で
実
施
す
る
計
画
を
策

定
し
た
こ
と
に
伴
う
も
の
で
す
。
具
体
的

に
は
、児
童
・
生
徒
の
学
習
環
境
を
充
実
さ

せ
る
た
め
に
小
中
学
校
等
の
地
上
デ
ジ
タ

ル
テ
レ
ビ
対
応
を
進
め
る
学
校
情
報
通
信

技
術
環
境
整
備
事
業
、市
民
の
安
心
・
安
全

を
確
保
す
る
た
め
の
防
犯
灯
更
新
事
業
、

農
林
業
振
興
の
た
め
の
農
道
、用
水
路
、林

道
の
改
良
事
業
、
地
域
要
望
へ
の
対
応
な

ど
を
含
め
た
市
道
改
良
事
業
等
で
す
。 

　
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、

平
成
21
年
度
の
予
算
総
額
は
２
０
９
億
９

５
３
４
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。 

　
可
決
さ
れ
た
主
な
事
業
内
容
は
、
次
の

と
お
り
で
す 

▽
ゴ
ン
ド
ラ
運
行
費
補
助
金
６
８
０
万
円 

▽
学
校
情
報
通
信
技
術
環
境
整
備
事
業 

　
　
　
　
　
　
　
　
４
５
７
８
万
４
千
円 

▽
防
犯
灯
更
新
事
業
５
４
５
８
万
６
千
円 

▽
農
道
、
用
水
路
、
林
道
の
改
良
事
業
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
３
０
０
万
円 

▽
市
道
改
良
等
事
業 

　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
７
６
０
２
万
円 
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第
37
回
交
通
安
全
子
ど
も
自
転
車
秋
田
県

大
会
で
優
勝
を
果
た
し
た
鷹
巣
南
小
学
校
の

児
童
ら
６
人
が
７
月
９
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、

津
谷
市
長
に
県
大
会
優
勝
と
全
国
大
会
出
場

を
報
告
し
ま
し
た
。 

　
同
校
は
、
団
体
の
部
で
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝
。

個
人
の
部
で
は
、
堀
部
綾
乃
さ
ん
が
優
勝
、
２

位
千
葉
隆
平
さ
ん
、３
位
笹
代
博
也
さ
ん
と
上

位
を
独
占
し
ま
し
た
。 

　
笹
代
主
将
は「
皆
さ
ん
の
応
援
の
お
か
げ
で

優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。さ
ら
に
練
習

を
重
ね
て
、全
国
大
会
で
も
精
一
杯
頑
張
っ
て

き
ま
す
」と
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。 

　
津
谷
市
長
は
「
嬉
し
い
報
告
あ
り
が
と
う
。

優
勝
は
練
習
の
賜
。
全
国
大
会
で
は
、
南
小
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
」と
激
励

し
ま
し
た
。 

▲津谷市長に県大会優勝を報告する鷹巣
南小の児童ら 

　
奥
羽
本
線
糠
沢
駅
改
築
記
念
式
典
が
７
月

５
日
、
同
駅
駅
前
で
開
催
さ
れ
、
地
域
住
民
ら

が
新
駅
舎
の
完
成
を
喜
び
ま
し
た
。 

　
新
駅
舎
は
、
綴
子
地
区
の
伝
統
芸
能
「
綴
子

大
太
鼓
」を
イ
メ
ー
ジ
し
た
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン

で
、
直
径
３
・
９
ｍ
、
幅
３
・
７
ｍ
と
、
ギ
ネ
ス

認
定
の
綴
子
下
町
の
「
世
界
一
の
大
太
鼓
」
と

ほ
ぼ
同
寸
法
の
大
き
さ
で
す
。 

　
式
典
で
は
、長
谷
川
弘
Ｊ
Ｒ
鷹
ノ
巣
駅
長
が

「
地
域
に
根
ざ
し
た
駅
舎
と
い
う
思
い
も
あ
り
、

糠
沢
駅
は
地
域
の
皆
様
の
ご
賛
同
を
得
ま
し

て
、綴
子
大
太
鼓
の
デ
ザ
イ
ン
の
駅
舎
と
し
て

完
成
し
ま
し
た
。こ
の
駅
舎
に
よ
り
北
秋
田
市

の
活
性
化
に
な
れ
ば
と
願
い
ま
す
。ど
う
か
駅

舎
を
可
愛
が
っ
て
末
永
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

　
県
内
で
は
最
も
早
い
時
期
に
開
催
さ
れ
る

恒
例
の「
第
18
回
北
秋
田
市
米
代
川
花
火
大
会

（
藤
本
忠
実
行
委
員
長
）
」
が
７
月
11
日
、
米
代

川
河
川
公
園
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、約
２
万
５

千
人
の
見
物
客
が
夜
空
に
き
ら
め
く
光
の
宴

を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
大
会
は
、「
カ
ラ
フ
ル
ラ
イ
ト
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー

レ
」と
題
し
た
ス
タ
ー
マ
イ
ン
で
口
火
が
切
ら

れ
、
４
号
か
ら
10
号
の
割
物
花
火
や
、
色
と
り

ど
り
の
連
発
花
火
が
次
々
と
打
ち
上
げ
ら
れ
、

漆
黒
の
夜
空
を
華
や
か
に
彩
り
ま
し
た
。 

　
今
年
の
高
野
尻
万
灯
火
会
の
仕
掛
け
万
灯

火
は
、「
北
秋
田
市
民
の
力 

宝
物
」と
浮
か
び
上

が
っ
た
火
文
字
の
前
を
、万
灯
火
で
型
ど
ら
れ

た
道
産
子
が
内
陸
線
を
引
い
て
動
く
と
い
う

も
の
。細
か
い
工
作
で
の
火
文
字
の
演
出
に
会

場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

▲約３千発の花火が夜空を焦がし、光と音
の競演が行われた「第18回米代川花火大会」 

▲本物の綴子大太鼓も登場して、乗客らを
歓迎しました 

竜森からの伝統を引き継ぐ 

光と音が夜空に舞い踊る 

「綴子大太鼓」が駅舎に 

●鷹巣南小学校自転車部　県大会初優勝 

●第18回北秋田市米代川花火大会 

●奥羽本線糠沢駅改築記念式典 
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第
55
回
全
県
高
校
総
体
の
各
種
目
で
好
成

績
を
収
め
た
市
立
合
川
高
校（
武
藤
四
郎
校
長
、

生
徒
数
１
６
４
人
）
の
選
手
ら
が
７
月
14
日
、

市
役
所
を
訪
れ
、津
谷
市
長
に
成
績
と
全
国
大

会
へ
の
出
場
報
告
を
行
い
ま
し
た
。 

　
報
告
に
訪
れ
た
の
は
、全
国
大
会
出
場
を
決

め
た
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
、
柔
道
部
、
将
棋
同
好

会
の
選
手
ら
。工
藤
昭
二
教
頭
か
ら
各
競
技
の

成
績
を
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。 

　
津
谷
市
長
は「
全
県
大
会
の
活
躍
お
め
で
と

う
。全
国
大
会
で
は
実
力
を
発
揮
し
て
悔
い
の

残
ら
な
い
よ
う
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」な
ど
と
激

励
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、選
手
を
代
表
し
て
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

の
松
岡
慧
主
将
が「
３
競
技
７
種
目
で
栄
光
を

つ
か
み
と
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」と
力
強
く

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。 

▲市長に全県大会の成績などを報告した
合川高校の選手ら 

　
北
秋
田
名
物
株
式
会
社（
野
宮
幸
博
代
表
取

締
役
）の
設
立
式
典
お
よ
び
市
と
の
業
務
委
託

契
約
締
結
式
が
７
月
２
日
、ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
松

尾
耕
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
総

合
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
会
社
が
立
ち
上
が
り

ま
し
た
。 

　
北
秋
田
名
物
株
式
会
社
は
、商
工
会
青
年
部

有
志
６
人
が
立
ち
上
げ
た
会
社
で
、秋
田
県
ふ

る
さ
と
雇
用
再
生
臨
時
対
策
基
金
事
業
を
活

用
し
、市
の
委
託
を
受
け
て
営
業
す
る
も
の
で
、

北
秋
田
市
の
観
光
及
び
産
業
界
全
体
の
企
画
・

営
業
・
販
売
促
進
を
担
い
ま
す
。 

　
具
体
的
に
は
、市
内
で
生
産
す
る
食
品
や
工

芸
品
な
ど
の
受
託
販
売
や
ネ
ッ
ト
販
売
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
作
成
、
ご
当
地
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
、

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、観
光
案
内
所
の
設
置
や
お

土
産
ス
ペ
ー
ス
の
提
供
な
ど
を
手
掛
け
ま
す
。 

▲北秋田名物株式会社を立ち上げた、商工
会青年部有志の６人 

３競技で全国大会出場 

愛する郷土『北秋田市』を良くしたい 

●合川高校、全県総体での成績と全国大会出場を報告 

●北秋田名物株式会社が設立 

さ
と
し 

　
北
秋
田
市
消
防
団
（
鈴
木
由
太
郎
団
長
）
の

平
成
21
年
度
消
防
訓
練
大
会
が
６
月
28
日
、森

吉
野
球
場
駐
車
場
で
開
か
れ
、市
内
の
各
分
団

が
ポ
ン
プ
操
法
な
ど
で
日
頃
の
訓
練
の
成
果

を
競
い
ま
し
た
。 

　
鈴
木
消
防
団
長
が
、「
こ
の
大
会
で
、
北
秋

田
市
の
消
防
団
が
一
堂
に
会
し
て
、技
を
競
い

合
う
こ
と
に
よ
り
、実
り
あ
る
も
の
と
な
る
よ

う
訓
練
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
す
る
よ
う
に
」

と
訓
示
し
ま
し
た
。 

　
訓
練
は
、規
律
訓
練
、自
動
車
ポ
ン
プ
操
法
、

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
３
部
門
で
行
わ
れ
、訓
練

要
領
等
で
定
め
た
操
法
と
動
作
を
、迅
速
か
つ

的
確
に
行
う
も
の
で
、
出
場
し
た
各
団
員
は
、

審
査
員
ら
が
見
守
る
中
、炎
天
下
に
も
か
か
わ

ら
ず
き
び
き
び
と
手
順
を
こ
な
し
、活
気
あ
ふ

れ
る
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。 

▲気温３０度を超える炎天下、きびきびと
訓練に臨む消防団員 

炎天下、有事に備えきびきびと訓練に臨む ●平成２1年度市消防団消防訓練大会 
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▲クルマユリ 

▼  
エ
ゾ
オ
ヤ
マ
リ
ン
ド
ウ 

花
々
が
咲
き
誇
る
花
の
百
名
山
へ

花
々
が
咲
き
誇
る
花
の
百
名
山
へ 

　
阿
仁
の
ゴ
ン
ド
ラ
で
行
く
森
吉
山
紀
行

　
阿
仁
の
ゴ
ン
ド
ラ
で
行
く
森
吉
山
紀
行 
花
々
が
咲
き
誇
る
花
の
百
名
山
へ 

　
阿
仁
の
ゴ
ン
ド
ラ
で
行
く
森
吉
山
紀
行 

▼ハクサンシャジン 

▲モミジカラマツ 

▲ウゴアザミ 

▲トウゲブキ 

夏から秋にかけても 
　　  乱れます可憐な花々が咲き乱れます 乱れます 

　「
花
の
百
名
山
」
と
し
て
知
ら
れ
る
森
吉
山

花
の
百
名
山
」
と
し
て
知
ら
れ
る
森
吉
山（
標
高
１
４
５
４
ｍ

標
高
１
４
５
４
ｍ
）。
阿
仁
ス
キ
ー
場
の
ゴ
ン
ド
ラ
を
利
用

。
阿
仁
ス
キ
ー
場
の
ゴ
ン
ド
ラ
を
利
用

し
て
気
軽
に
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
で
き
る
「
阿
仁
の
ゴ
ン
ド
ラ
で
行
く

し
て
気
軽
に
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
で
き
る
「
阿
仁
の
ゴ
ン
ド
ラ
で
行
く
森
吉
山
紀
行
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

森
吉
山
紀
行
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
も

す
。
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
も
、可
憐
な
花
々
や
高
山
植
物
が
見
ら
れ
る
ほ
か

可
憐
な
花
々
や
高
山
植
物
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、紅
葉
の
季
節
に
は

紅
葉
の
季
節
に
は
、山
々
が
錦

山
々
が
錦

に
染
ま
り
美
し
さ
を
極
め
ま
す
。
大
自
然
の
中
に

に
染
ま
り
美
し
さ
を
極
め
ま
す
。
大
自
然
の
中
に
、気
軽
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か

気
軽
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。 

　「
花
の
百
名
山
」
と
し
て
知
ら
れ
る
森
吉
山（
標
高
１
４
５
４
ｍ
）。
阿
仁
ス
キ
ー
場
の
ゴ
ン
ド
ラ
を
利
用

し
て
気
軽
に
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
で
き
る
「
阿
仁
の
ゴ
ン
ド
ラ
で
行
く
森
吉
山
紀
行
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
も
、可
憐
な
花
々
や
高
山
植
物
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、紅
葉
の
季
節
に
は
、山
々
が
錦

に
染
ま
り
美
し
さ
を
極
め
ま
す
。
大
自
然
の
中
に
、気
軽
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。 

▲イワキンバイ 



広報きたあきた　21.　8.　115

▼  

▲山々が美しさを極める秋、ゴンドラから 
　気軽に観賞できます 

月 火 水 木 金 土 日 

８月 

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８  

１  

９  10 11

25

1716

15141312

30

292826 272423

22212018 19

31

月 火 水 木 金 土 日 

９月 

１ ２ ３ ４ ５  

10 11

25

1716151413

12

302928

26

27

2423222120

18 19

６ ７ ８ ９  

月 火 水 木 金 土 日 

10月 

１ ２ ３  

10

11

25

171615141312

30 31292826 27

242322212018 19

４ ５ ６ ７ ８ ９  【運行時間】 

9:00～16:00
上り乗車最終 15:00 

下り乗車最終 16:00

※天候による時間変 

更、運転休止等あり 

【ゴンドラ料金】 

が運行日 

片　道 

往　復 

往　復（団体Ａ） 

往　復（団体Ｂ） 

市民割引 

１２００円 

１５００円 

１６５０円 

１８００円 

１５００円 

５００円 

７００円 

７５０円 

８００円 

７００円 

31名以上 

15名以上 

発券所でお申し出ください 

大　人 小学生 備　考 

◆お問い合わせ　商工観光課　�７２－５２４３　阿仁スキー場　�８２－３３１１ 

夏
の
訪
れ
を
告
げ
る 

　
　
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
と
森
吉
山 

▲ナナカマド（紅葉） 

▲チングルマ（紅葉） 

▲マルバマンサク（紅葉） 

夏から秋にかけても 
　　  可憐な花々が咲き乱可憐な花々が咲き乱れます 
夏から秋にかけても 
　　  可憐な花々が咲き乱

【ゴンドラ運行日】 



16広報きたあきた　21.　8.　1

　
た
か
の
す
ふ
る
さ
と
太
鼓
の
「
大

響
ば
や
し
」 

▼ 

　第３回合川地区文化交流会及び第２１回合川芸文祭

が７月５日(日)、合川農村環境改善センターで開催さ

れました。 

　午前中に行われた文化交流会では、たかのすふるさ

と太鼓による「大響ばやし」等の太鼓踊りと「鷹巣す

ずめ踊り」の披露や、鷹巣マンドリンクラブによるマ

ンドリン演奏、地元の福田獅子舞保存会による大獅子

舞等の披露があり、来場者からは大変良かったという

声が多数よせられました。 

　また、午後から行われた芸文祭では、陶芸・華道・

俳句の作品が展示されたほか、演示部門では、舞踊・

コーラス・民謡・吹奏楽など１１団体の学習成果が披

露され、日々鍛錬された発表者らの熱演に１５０名

を超える多くの来場者からは大きな拍手が送られま

した。 

    【
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
】教
室 

日
時
　
８
月
26
日（
水
）〜
27
日（
木
）午
後
１
時
〜
４
時 

場
所
　
四
季
美
館
　
講
師
　
菅
原
知
明 

さ
ん 

対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
　
定
員
　
15
人 

内
容
　
作
り
や
す
く
・
使
い
や
す
い
カ
ゴ
バ
ッ
グ
を

２
日
か
け
て
作
り
ま
す
。
　 

材
料
代
　
１
０
０
０
円
　 

持
ち
物
　
木
工
用
ボ
ン
ド
・
洗
濯
バ
サ
ミ
20
個
・
も
の

さ
し（
30
セ
ン
チ
）・
は
さ
み
・
え
ん
ぴ
つ
・
千
枚
通
し 

【
リ
ト
ミ
ッ
ク
】体
験 

日
時
　
８
月
29
日（
土
）10
時
〜
11
時
　 

場
所
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　 

講
師
　
杉
渕
路
子
さ
ん
　 

対
象
　
２
歳
〜
就
学
前
の
幼
児
（
お
家
の
方
の
付
き

添
い
を
お
願
い
し
ま
す
）
　 

定
員
　
15
人
　 

参
加
費
　
無
料 

    

【
か
ん
た
ん
夏
野
菜
ク
ッ
キ
ン
グ
】
　 

日
時
　
８
月
29
日（
土
）午
後
２
時
〜
４
時
　 

場
所
　
中
央
公
民
館
　 

講
師
　
は
せ
が
わ
さ
な
え
　
さ
ん
　 

対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す 

定
員
　
20
人
　 

内
容
　
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
は
せ
が
わ
さ
ん
が
夏
野
菜

を
お
い
し
く
い
た
だ
く
コ
ツ
を
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
し

ま
す
。 

材
料
代
　
１
０
０
０
円
　 

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、筆
記
用
具 

中
央
公
民
館
講
座
募
集

◎
申
込
み
・
問
合
せ
　
中
央
公
民
館
�

62-

１
１
３
０ 

森
吉
公
民
館
講
座
募
集

◎
申
込
み
・
問
合
せ
　
森
吉
公
民
館
�

72-

３
２
５
９ 

多彩な芸術文化を堪能 
合川地区文化交流会・合川芸文祭 

黄色とオレンジの花がお出迎え 

合川ことぶき大学花いっぱい運動 

　
合
川
公
民
館
付
近
の
花
壇
に
花
の
植
栽

を
行
う
合
川
こ
と
ぶ
き
大
学
の
「
学
生
」 

　合川ことぶき大学の学生５１人が６月２４日(水)、

市民健康広場前の花壇と合川公民館前の花壇にマリー

ゴールドの苗１０００株を植えました。 

　同大学の「花いっぱい運動」は、たくさんの人に花を

楽しんでもらおうと毎年行われているもので、今年で

３３回目になります。 

今年の苗は小さく、生育が心配ですが、株が大きく育

ちたくさんの花を咲かせてほしいと願っています。 

　花壇は通勤・通学路に面しており、ドライバーなど

たくさんの人々の目を楽しませてくれることでしょう。 

 

▼ 

●公民館活動　●生涯学習
●文化振興　●学校　●スポーツ

地域で学び、活動する
皆さんを応援します
北秋田市教育委員会
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こ
の
「
延
命
地
蔵
菩
薩
」
は
綴
子
宝
勝
寺
の

御
本
尊
で
、
木
像
金
箔
押
の
等
身
大
座
像
で
す
。

京
都
の
大
仏
師
で
あ
る
法
橋
立
乗
の
作
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
立
派
な
肩
書
の
あ
る
仏
師
の
作
品

は
北
秋
田
市
内
の
寺
院
に
は
珍
し
く
、
最
大
で

し
か
も
最
古
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
延
命
地
蔵
菩
薩
は
、
宝
勝
寺
14
世
大
祐
好
道

大
和
尚
代
の
宝
永
２
年
（
１
７
０
５
）、
今
泉

村
の
佐
藤
七
郎
兵
ヱ（
現
当
主
茂
松
氏
）が
京
都

か
ら
買
い
求
め
て
、
宝
勝
寺
に
寄
進（
寄
付
）し

た
も
の
で
す
。（
14
世
大
祐
の「
校
割
帳
」
に
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
） 

　
宝
勝
寺
で
最
も
大
事
に
さ
れ
て
い
る
御
本
尊

様
で
、
３
０
０
年
に
わ
た
り
数
え
切
れ
な
い
ほ

ど
の
人
々
の
願
い
や
苦
し
み
を
聞
い
て
こ
ら
れ

た
御
本
尊
様
に
対
し
て
、
宝
勝
寺
檀
徒
及
び
地

域
の
人
達
か
ら
全
幅
の
信
頼
を
得
て
い
る
地
蔵

様
で
す
。
今
年
で
安
置
か
ら
数
え
て
３
０
４
年

目
と
な
り
ま
す
。
（
像
高
68
㎝
、
総
高
１
７
１

㎝
） 

　
延
命
地
蔵
菩
薩
の
背
中
に
は
小
さ
な
扉
が
付

い
て
お
り
、
開
け
る
と
中
に
像
高
約
20
㎝
の
座

像
の
金
箔
地
蔵
様
が
入
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

最
初
か
ら
胎
内
仏
と
し
て
製
作
さ
れ
た
か
は
不

明
で
す
が
、
伝
聞
が
事
実
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

　
〔
宝
勝
寺
〕
山
号
は
珠
光
山
と
称
し
、
曹
洞

宗（
大
本
山
永
平
寺
、
大
本
山
総
持
寺
）
に
属

し
て
い
ま
す
。
本
寺
は
宇
都
宮
市
の
成
高
寺
で
、

宇
都
宮
城
主
の
菩
提
寺
で
す
。 

○
寛
政
５
年
（
１
４
６
４
）　
下
野
足
利(

現
栃

木
県
）
長
林
寺
３
世
明
岩
桂
光
が
、
綴
子
字
刑

部
岱
へ
創
建 

○
永
禄
３
年
（
１
５
６
０
）　
宝
勝
寺
８
世
中

興
然
室
長
廓
の
代
に
綴
子
外
館
に
移
転 

○
万
治
２
年
（
１
６
５
９
）　
宝
勝
寺
11
世
玉

翁
祖
遵
の
代
に
現
在
地
に
移
転 

寺
院
内
に
は
、
山
門
、
誕
生
仏
、
大
涅
槃
像
掛

軸
、
本
堂
、
位
牌
堂
の
格
天
井
の
絵
画
な
ど
、

貴
重
な
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

▽
資
料
／
「
鷹
巣
の
文
化
財
」、「
綴
子
村
史
」、

「
珠
の
光
」 

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委

員
　
照
内
　
捷
二 

 

 

▲延命地蔵菩薩 

学びの広場

　
平
成
21
年
度
成
人
式
を
次
の
と
お

り
開
催
い
た
し
ま
す
。 

開
催
日
　
平
成
21
年
８
月
15
日（
土
） 

場
　
所
　
北
秋
田
市
文
化
会
館 

対
象
者
　
昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
元
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
市
内
中
学
校
卒
業
者
及
び
市
内
在

住
者 

＊
個
別
に
通
知
を
差
し
上
げ
て
い
ま

す
が
、
該
当
す
る
方
で
通
知
が
届
い

て
い
な
い
場
合
な
ど
は
８
月
５
日
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

日
　
程
　 

▽
受
付
／
13
時
50
分
〜
▽
式
典
／
14

時
30
分
〜
15
時
５
分
▽
記
念
公
演
／

15
時
10
分
〜
16
時
10
分
▽
記
念
撮
影

／
16
時
20
分
〜
▽
主
催
／
北
秋
田
市
、

北
秋
田
市
教
育
委
員
会 

◎
お
問
い
合
わ
せ
　
北
秋
田
市
教
育

委
員
会
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
班

�

62
‐
１
１
３
０ 

   

　 　
平
成
21
年
度
北
秋
田
市
文
化
祭
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
開
催
に

あ
た
り
、
舞
台
演
示
出
演
者
、
展
示
作

品
を
募
集
し
ま
す
。 

開
催
期
日
　
10
月
31
日（
土
）〜
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
11
月
１
日（
日
） 

会
　
場
　
北
秋
田
市
文
化
会
館
（
演

示
会
場
）
、
森
吉
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー（
展
示
会
場
） 

▼
舞
台
演
示
出
演
者
募
集 

演
示
内
容
　
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
生
活

芸
術
、舞
台
・
芸
能 

演
示
時
間
　
１
グ
ル
ー
プ
最
長
20
分

ま
で
。
な
お
、
演
示
日
程
、
時
間
等
に

つ
い
て
は
、後
日
調
整
し
ま
す
。 

申
込
締
切
　
９
月
３
日
（
木
）
午
後
５

時
ま
で 

申
込
先
　
所
定
の
様
式
に
記
入
の
上
、

生
涯
学
習
課
ま
た
は
各
公
民
館
へ 

▼
展
示
作
品
募
集 

出
品
内
容
　
市
在
住
の
個
人
及
び
グ

ル
ー
プ
の
作
品
。
な
お
、
作
品
の
大
き

さ
に
つ
い
て
は
、
制
限
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
、後
日
調
整
い
た
し
ま
す
。 

出
品
点
数
　
１
人
１
点 

申
込
締
切
　
９
月
17
日
（
木
）
午
後
５

時
ま
で 

申
込
先
　
　
所
定
の
様
式
に
記
入
の

上
、
生
涯
学
習
課
ま
た
は
各
公
民
館

へ ◎
お
問
い
合
わ
せ
　
北
秋
田
市
教
育

委
員
会
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
班

�

62
‐
１
１
３
０ 
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国記録選択無形�
民族文化財指定
国記録選択無形�
民族文化財指定

◆プレイガイド◆　日活書店／北秋協販／福助堂／森

吉コミュニティセンター／阿仁公民館／合川公民館／

ひまわりの家／北秋田市中央公民館／北秋田市文化会

館／大館市民文化会館／能代市文化会館

◎お問い合わせ　北秋田市文化会館　�６２−３３１１

文化庁「舞台芸術の魅力発見事業」

３７３７５年の歴史を体験しよう！３７５年の歴史を体験しよう！

先着３０人

参加無料

おくのほそ道 おくのほそ道 おくのほそ道 
ミュージカル ミュージカル 

北秋田市文化会館自主事業

チケット�

全席自由

日活書店／北秋協販／福助堂／森吉コミュニティ

センター／阿仁公民館／合川公民館／ひまわりの

家／北秋田市中央公民館／北秋田市文化会館／大

館市民文化会館／能代市文化会館／わらび座

◎お問い合わせ　北秋田市文化会館　�６２−３３１１

場所／申込み
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お
知
ら
せ

 

　
司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
に

　
よ
る
無
料
相
談
所
の
開
設 

期
日
　
８
月
27
日（
木
） 

時
間
　
９
時
30
分
〜
16
時 

場
所
　
中
央
公
民
館「
研
修
室
」 

内
容
　
不
動
産
・
会
社
・
組
合
等
の
登
記
、

多
重
債
務
、
成
年
後
見
、
消
費
者
問
題
に

関
す
る
相
談
 

　
　
県
司
法
書
士
会
大
館
支
部
 

　
　
　
　
�

０
１
８
６-

43-
２
１
２
１
 

　
多
重
債
務
相
談
窓
口

　
東
北
財
務
局
秋
田
財
務
事
務
所
で
は
、

借
金
を
抱
え
お
悩
み
の
方
々
か
ら
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
借
金
は
様
々
な

方
法
で
必
ず
解
決
で
き
ま
す
。 

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

受
付
時
間
　
月
曜
日
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分 

　
相
談
窓
口
　
財
務
省 

東
北
財
務
局
秋

田
財
務
事
務
所（
秋
田
市
山
王
７
丁
目
１-

４
／
秋
田
第
２
合
同
庁
舎
３
階
） 

　
　
　 

�

０
１
８-

８
６
２-

４
１
９
６

　「
め
い
わ
く
勧
誘
お
断
り
」シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
秋
田
弁
護
士
会
で
は
、「
め
い
わ
く
勧

誘
お
断
り
！
不
招
請
勧
誘
禁
止
は
秋
田

か
ら
」
と
題
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

期
日
　
８
月
22
日（
土
） 

時
間
　
13
時
30
分
〜
17
時 

場
所
　
秋
田
市
文
化
会
館
大
会
議
室 

内
容
　
基
調
講
演
（
松
本
恒
雄
・
一
橋
大

学
教
授
）
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ

る
海
外
調
査
報
告
、
被
害
者
か
ら
の
体

験
報
告
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

参
加
費
　
無
料
　
※
申
込
不
要 

　
　
秋
田
弁
護
士
会 

　
　
　
�

０
１
８-

８
６
２-

３
７
７
０ 

　
第
23
回
帰
省
者
・
在
住
者
交
流
テ
ニ
ス
大
会

期
日
 
８
月
14
日（
金
）
 

時
間
　
９
時
〜（
受
付
８
時
30
分
）
 

場
所
　
阿
仁
テ
ニ
ス
場 

参
加
料
　
無
料 

種
目
　
初
級
・
中
級
ダ
ブ
ル
ス（
混
合
可
） 

対
象
　
北
秋
田
市
民
及
び
そ
の
帰
省
者 

そ
の
他
　
パ
ー
ト
ナ
ー
の
い
な
い
方
も

お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い（
当
日
申
込
可
） 

　
　
　
北
秋
田
Ｔ
Ｃ
事
務
局
・
片
岡
（
阿

仁
病
院
内
）
　
�

82-

２
３
５
１ 

　
自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス「
放
送
大
学
」 

　
学
生
募
集（
10
月
入
学
）  

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
授

業
を
行
う
、
正
規
の
大
学
で
す
。
１
科
目

か
ら
で
も
学
べ
、
入
学
試
験
は
あ
り
ま

せ
ん
。
教
養
学
部
生
と
大
学
院
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。 

募
集
期
限
　
８
月
31
日（
月
） 

　
資
料
請
求
　
放
送
大
学
秋
田
学
習
セ

ン
タ
ー
　
�

０
１
８-

８
３
１-

１
９
９
７ 

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
電
話
帳
の
配
達
と
回
収 

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
秋
田
支
店
で
は
、
８

月
中
に
順
次
、新
し
い
電
話
帳
を
各
家
庭
・

事
業
所
へ
お
届
け
し
ま
す
。
そ
の
際
、
現

在
お
使
い
の
電
話
帳
は
、
新
し
い
電
話

帳
と
お
取
替
え
し
ま
す
の
で
、
配
達
員

へ
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、ご
不
在
等
で
配
達
員
に
古
い
電

話
帳
を
渡
せ
な
か
っ
た
場
合
は
、タ
ウ
ン

ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

　
　
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
 

　 

�

０
１
２
０-

５
０
６-

３
０
９ 

　
法
的
な
困
り
ご
と
は「
法
テ
ラ
ス
」 

　
サ
ラ
金
か
ら
の
借
り
入
れ
や
悪
質
商

法
、
離
婚
、
相
続
な
ど
の
様
々
な
法
的
ト

ラ
ブ
ル
を
か
か
え
た
方
は
、「
法
テ
ラ
ス
」

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。
専
門
の
職
員
が
、

解
決
の
き
っ
か
け
と
な
る
情
報
や
サ
ー

ビ
ス
を
無
料
で
提
供
し
ま
す
。 

　
収
入
・
資
産
の
少
な
い
方
に
は
、
弁
護

士
の
無
料
法
律
相
談
の
紹
介
、
訴
訟
等

に
要
す
る
費
用
を
立
替
え
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。 

▽
法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

　
（
平
日
９
時
〜
21
時
、土
曜
日
は
９
時
〜
17
時
） 

　
　
　 

�

０
５
７
０-

０
７
８
３
７
４ 

▽
法
テ
ラ
ス
秋
田（
平
日
９
時
〜
17
時
） 

　
　
�

０
５
０-

３
３
８
３-

５
５
５
０ 

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
　
　
　
で
検
索 

※
「
法
テ
ラ
ス
」
は
、
国
が
設
置
し
た
日

本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
で
す 

申 

問 

問 問 

国指定重要無形民俗文化財 

根子番楽  
ね っ こ ば ん が く  

根子トンネル根子トンネル 

会場

（旧根子小学校）（旧根子小学校） 

お
か
し
な
い

お
か
し
な
い 

国
道
１
０
５

国
道
１
０
５ 

国
道
１
０
５ 

（旧根子小学校） 

根子トンネル 

お
か
し
な
い 

根子番楽  

� ���
(金)

　阿仁根子集落に伝わる伝統芸能�

『根子番楽』がお盆の８月14日の夜公開されます。

　阿仁根子集落に伝わる伝統芸能�

『根子番楽』がお盆の８月14日の夜公開されます。

●開演�

　　１９時３０分〜 

●会場　 

　　　　阿仁公民館根子分館

　　　（旧根子小学校）

●開演�

　　１９時３０分〜 

●会場　 

　　阿仁公民館根子分館

　　　（旧根子小学校）

◎お問い合わせ　商工観光課　�７２−５２４３

問 問 

問 

お

な

や

み

な

し 

法
テ
ラ
ス 
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市民プール�６２－５００１ 

講習料 

その他 
講習料の他に毎回入館料が必要です。 

※8月12日～14日は10:00～17:30の営業となります。 

各教室　月４回３,０００円　（入館料別途） 

問 

・屋内温水プール（25ｍ、歩行用、潜水用、幼児用） 

・トレーニングルーム（ランニングマシン、各種ウエイトマシン） 
北秋田市民プール

初心者水泳教室 

初級水泳教室 

中級水泳教室 

上級選手コース 

水中健康教室 

水中運動教室 

エンジョイアクアビクス 

シュノーケリング 

スキンダイビング 

ダイエット教室 

シェイプアップ教室 

ボディシェイプ教室 

ボクササイズ教室 

バランスボール教室 

 

 

18:30～19:30 

①14:00～15:00 ②19:30～20:30 

水13:30、14:30、19:30 木14:00、18:30 

18:00～19:30 

14:00～15:00 

10:30～11:30 

10:45～11:30 

18:30～19:30（6日:18:30～20:00) 

19:40～20:40（7日:18:30～20:00) 

11:00～12:00 

水10:45～12:00 木13:45～15:00 

19:00～20:00 

19:00～20:00 

19:00～20:00

8/5、19、26 　 水曜日 

8/6、20、27 　 木曜日 

水8/5、19、26   木8/6、20、27 

火8/4、18、25   金8/7、21、28 

火8/4、18、25   金8/7、21、28 

8/6、20、27    木曜日 

8/2、9、23、30  日曜日 

木8/6　金8/21、28 

8/7、21、28　金曜日 

8/4、11、18、25 火曜日 

水8/5、19、26   木8/6、20、27 

8/5、19、26    水曜日 

8/3、10、17、24 月曜日 

8/4、11、18、25 火曜日 

 

教　室教　室 教　室 開 催 日開 催 日  開 催 日  時 間  時 間  

プ
ー
ル
教
室

プ
ー
ル
教
室
 

プ
ー
ル
教
室
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
 

月曜～金曜 10:00～21:00 
土曜～日曜 10:00～17:30

■スポーツ 
▼８/１（土）夏井昇吉旗争奪全
県選抜柔道大会＝合川体育館 

▼８/４（火）第47回合川少年球
技大会（ミニバス・野球）＝合川
体育館・合川野球場ほか 

▼８/８（土）第25回北秋田市民
陸上競技選手権大会＝鷹巣陸
上競技場 

▼８/９（日）第32回東日本軟式
野球（1部・2部）北秋田予選＝
中央公園野球場 

▼８/14（金）第２３回帰省者・
在住者交流テニス大会＝阿仁
テニス場 

▼８/15（土）・16（日）第40回全
県おはよう野球北秋田大会＝
中央公園野球場 

▼８/22（土）～24（月）第14回
中川杯兼第7回東北学童新人北
秋田大会＝中央公園野球場 

▼８/30（日）第39回県民スポー
ツ大会秋田県8人制バレーボール
競技＝森吉総合スポーツセンター 

①人ごみをさける　　 

②帰宅後は必ず手洗いの習慣を

つけよう　　 

③咳エチケットを守ろう 

（マスク・鼻汁・痰等のティッシュ

はすぐごみ箱へ） 

※発熱や・咳などの症状がある

時は、医療機関を受診する前に「発

熱相談センター」に相談して下

さい。 

 

◎発熱相談センター 

　北秋田保健所　 

　�６２－１２７６ 

　市健康推進課 

　�６２－６６６６ 

新型インフルエンザの予防 

 

 

■公民館 
中央公民館　　　�６２－１１３０ 
【ロビー展】開運招福達磨展 
▼８/10（月）母と子のわくわく広場
＝10:00～11:30 

合川公民館　　　�７８－２１１４ 
【ロビー展】はり絵 
▼８/14（金）合川まと火・ふるさとま
つり＝17:10～21:00 
▼８/23(日)合川婦人祭＝10:00～
15:00 

森吉公民館　　　�７２－３２５９ 
【サロン展】森吉短歌サークル『彩の会』 
▼８/26（水）～27（木）エコクラフト（四
季美館会場）＝13:00～16:00 
▼９/５（土）リトミック体験＝10:00
～11:00 

阿仁公民館　　　�８２－２２２０ 
【ロビー展】「阿仁の俳句」 
▼８/１（土）～2（日）「わんぱくクラブ
川遊びと宿泊体験」 
▼８/15（土）｢阿仁鉱山700年祭｣＝９:00
～12:30 
▼８/26（水）「歴史･自然のんびり探勝」
＝10:00～14:00 

■文化会館 
▼８/22（土）鷹巣混声合唱団「モーツ
アルトレクイエム」演奏会＝18:00～
　　1500円 

みちのく子供風土記館 
▼８/15（土）おはなしでてこい＝
14:00～ 

前売 

　市道荒瀬川線において、「市長杯森吉
山ローラースキー大会」開催に伴う交通規
制を行います。 

第45回全県花だんコンクール

■募集対象　団体の部、家庭の部  

■応募期限　【団体の部】８月20日（木） 

　　　　　　【家庭の部】８月31日（月） 

　　中央公民館　�62-1130問 

大会開催に伴う交通規制

■日時　８月２９日（土） 午前７時～正午 
■規制区間　【片側通行止】＝花しょう

ぶ園から荒瀬川集落（友子衆橋） 

【全面通行止】＝荒瀬川集落から農林漁業

体験実習館 

　　商工観光課観光振興班  �72-5243問 

「かからない・うつさない 
 インフルエンザ３つの心得」 
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健
　
康�　
　

健
康
推
進
課
　

62-

６
６
６
６

問 

申 

   

母
子
健
康
手
帳
交
付 

期
日
・
場
所 

　
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー
　 

　
　
８
月
３
日（
月
）、17
日（
月
）、24
日（
月
） 

　
▼
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー
　
８
月
６
日（
木
） 

　
▼
森
吉
庁
舎
　
　
　
　
８
月
10
日（
月
） 

時
間
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

※
手
続
き
終
了
ま
で
約
50
分
か
か
り
ま

す
。
余
裕
を
も
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い 

  

健
康
相
談 

期
日
・
場
所 

　
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー
　
８
月
20
日（
木
） 

　
▼
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー
　
８
月
６
日（
木
） 

　
▼
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー
　
８
月
27
日（
木
） 

時
間
　
10
時
〜
11
時
30
分 

内
容
　
健
康
相
談
、
血
圧
測
定
等 

持
ち
物
　
健
康
手
帳（
な
い
方
は
相
談

時
に
お
渡
し
し
ま
す
） 

  

献
血
日
程 

日
時
・
場
所 

　
▼
８
月
６
日（
木
）成
分【
鷹
巣
地
区
】 

　
　
10
時
〜
12
時
　
北
秋
田
地
域
振
興
局 

　
　
13
時
〜
16
時
　
北
秋
田
地
域
振
興
局 

　
▼
８
月
10
日（
月
）全
血【
森
吉
地
区
】 

　
　
10
時
〜
12
時
　
森
吉
山
ダ
ム
工
事
事
務
所 

　
　
13
時
〜
15
時
　
公
立
米
内
沢
病
院 

　
　
15
時
30
分
〜
16
時
30
分
　
森
幸
園 

　
▼
８
月
28
日（
金
）全
血【
鷹
巣
地
区
】 

　
　
10
時
〜
12
時
　
北
秋
田
市
役
所 

　
　
13
時
〜
14
時
10
分
　
北
秋
田
市
商
工
会 

　
　
14
時
30
分
〜
16
時
30
分
　
鷹
巣
技
術
専
門
校 

　
▼
９
月
２
日（
水
）全
血【
鷹
巣
地
区
】 

　
　
10
時
〜
12
時
　
鷹
巣
農
林
高
校 

　
　
13
時
10
分
〜
14
時
40
分
　
秋
田
県
信
用

　
　
組
合
鷹
巣
支
店 

　
　
15
時
〜
16
時
20
分
　
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
た
か
の
す
店 

  

８
０
２
０
い
い
歯
の
お
年
寄
り
募
集 

募
集
期
間
　
８
月
31
日（
月
）ま
で 

協
力
歯
科
医
療
機
関 

　
森
川
歯
科
医
院（
東
横
町
） 

　
佐
藤
歯
科
医
院（
松
葉
町
） 

　
近
藤
歯
科
医
院（
藤
株
） 

　
清
水
歯
科
医
院（
川
井
） 

※
受
付
は
協
力
歯
科
医
療
機
関
で
実
施

し
て
い
ま
す 

地
区
審
査
会 

　
９
月
17
日（
木
）森
川
歯
科
医
院 

　
　
　
鷹
巣
阿
仁
福
祉
環
境
部 

　
　
　
　
　
　
　
　 

� 
62-

１
１
６
５ 

　
空
港
周
辺
ふ
れ
あ
い
緑
地
ウ
オ
ー
キ
ン
グ 

日
時
　
９
月
15
日（
火
）９
時
30
分
〜
12
時 

場
所
　
大
館
能
代
空
港
周
辺
ふ
れ
あ
い
緑
地 

受
付
　
９
時
10
分
〜
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス 

日
程
　
①
講
演
「
健
康
づ
く
り
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
に
つ
い
て
」 

　
健
康
運
動
指
導
士
　
柴
田
　
栄
宜
氏 

②
ウ
オ
ー
キ
ン
グ 

　
レ
ギ
ュ
ラ
ー
コ
ー
ス
（
約
30
分
） 

　
ロ
ン
グ
コ
ー
ス（
約
60
分
） 

参
加
料 

無
料 

募
集
人
数 

２
０
０
人 

持
ち
物
　
飲
み
物
・
帽
子
・
雨
具 

申
込
締
切
　
９
月
８
日（
水
） 

※
会
場
ま
で
送
迎
バ
ス
で
運
行
し
ま
す
。

　
　
　
健
康
推
進
課
� 
62-

６
６
６
６ 

問 

申 

子宮頸がん・卵巣腫瘍検診・乳がん検診 

追加検診を実施 

問 

申 

家庭における防災用食料品の備蓄家庭における防災用食料品の備蓄

　自然災害や新型インフルエンザの流行により、食料品の需要と

供給のバランスが崩れ思うように手に入らない場合に備え、家庭

での食料品の備蓄をすることが推奨されています。 

　しかし、缶詰や防災用の保存食ばかりを大量に購入すると費用

がかさむので、まずは通常購入している保存性のよい食料品を少

し多めに「買い置き」することからおすすめします。 

　備蓄をはじめるためのワンポイントアドバイスを紹介します。 

■備蓄にむく食料品（ライフラインが確保されている場合） 

　主食・・・米、乾麺、インスタントラーメンなど 

　主菜・・・缶詰（魚・肉）、レトルト食品、冷凍食品、乾燥食品など 

　副菜・・・インスタントスープ、缶詰（野菜・果物）、チーズなど 

　その他・・調味料、嗜好飲料、菓子、その他（ふりかけ、のり佃煮、ジャムなど） 

■電気、ガス、水道の供給が停止した場合への備え 

～「水」と「火」が確保できると安心です～ 

　飲料水・・1人1日３リットルが目安です 

　火元・・カセットコンロ用のボンベが重宝です。１日分として２本あると安心です。 

　缶パン・・すぐに食べることができるので便利です。 

※「多めに買い入れて、消費した分を買い足す」を基本に、計画的に

食料品の備蓄に取り組んでみましょう。 

◎問い合わせ　健康推進課　�６２－６６６６ 

　今年度、国は女性のがん対策として子宮頸

がん、乳がん検診の「無料クーポン券」を該当

年齢の方に送付しております。 

　市の集団検診として下記日程で追加検診を

実施しますので、受診するようお願いします。

当日都合つかない方は、医療機関方式もあり

ますのでぜひ「自分の健康管理」のきっかけと

して受診して下さい。また、市の集団検診を

未受診の方もご利用下さるようお知らせします。 

◆検診日時・場所 

　８月１８日（火）　森吉保健センター 

　８月１９日（水）　市保健センター 

◆受付時間  

　①１２時～１３時 

　②１７時～１７時５０分 

◆申込締切 

　８月１１日（火） 

◎問い合わせ　健康推進課　�６２－６６６６ 
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＝お申し込み　　＝お問い合わせ 申 問 

　県、市町村、商工団体が共同で実施する 

「子育て家庭優待事業」がはじまり、「あき 

た子育てふれあいカード」を協賛店で提 

示すると優待サービスを受けられます。 

■対象者　中学生以下の子ども、妊婦のいる家庭の方 

■交付窓口　福祉課、保健センター、各総合窓口センター 

※小学校、幼稚園、保育園に通っている子どもの家庭には、県

から交付されています 

　　福祉課こども福祉班　�62-6638

お
知
ら
せ

 

　
求
職
者
生
活
就
労
相
談
コ
ー
ナ
ー 

開
館
日
　
月
曜
〜
金
曜（
祝
日
を
除
く
） 

時
間
　
８
時
30
分
〜
17
時 

場
所
　
ア
ト
リ
オ
ン
ビ
ル
１
階（
秋
田
市
） 

業
務
内
容
　
生
活
・
就
労
相
談
（
電
話
相
談

も
で
き
ま
す
）
／
住
宅
情
報
提
供
（
公
営
住

宅
等
）
／
能
力
開
発
制
度
紹
介
（
職
業
訓
練

等
）
／
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
労
働
相

談
（
要
申
込
み
）
／
職
業
相
談
・
職
業
紹
介

／
求
人
検
索
機
の
利
用（
５
台
設
置
） 

　
　
県
地
域
共
同
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
�

０
１
８-

８
７
４-

８
６
９
３ 

　「
中
退
共
」で
退
職
金
準
備 

　
中
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
で
働
く

従
業
員
の
た
め
の
、
外
部
積
立
型
の
国

の
退
職
金
制
度
で
す
。 

▽
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す 

▽
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
す 

▽
管
理
が
簡
単
で
す 

▽
適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
中
退
共
制

度
に
移
行
で
き
ま
す 

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
《
検
索「
中
退
共
」》 

　
　
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共

済
機
構
・
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業

本
部
　
�

０
３-

３
４
３
６-

０
１
５
１ 

　
外
国
人
雇
用
状
況
の
届
出
を 

　
外
国
人
を
雇
用
す
る
事
業
主
の
方
は
、

外
国
人
の
雇
い
入
れ
・
離
職
の
際
に
、
そ

の
氏
名
、
在
留
資
格
等
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
へ
届
出
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
提
出
を
怠
る
と
、
30
万
円
以

下
の
罰
金
が
科
さ
れ
ま
す
。 

　
外
国
人
労
働
者
の
適
正
な
雇
用
・
労
働
条
件
・

安
全
衛
生
の
確
保
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
！ 

　
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鷹
巣
�

60-

１
５
８
６ 

　
秋
田
県
合
同
就
職
面
接
会

期
日
　
９
月
７
日（
月
）
 

時
間
　
13
時
〜
17
時（
12
時
受
付
） 

場
所
　
秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
 

内
容
　
県
内
企
業
採
用
担
当
者
と
の
個

別
面
談
、
就
職
相
談
な
ど
 

対
象
　
来
年
３
月
に
大
学
・
短
大
・
高
専
・

専
修
学
校
等
を
卒
業
予
定
の
学
生
 

申
込
み
　
必
要
な
し
。時
間
内
の
入
退
室
自
由
 

　
　
県
雇
用
労
働
政
策
課
 

　
　
�

０
１
８-

８
６
０-

２
３
３
５ 

　
多
重
債
務
者
相
談
会

日
時
　
８
月
23
日（
日
）　
10
時
〜
16
時 

場
所
　
北
秋
田
地
域
振
興
局
 

内
容
　
弁
護
士
が
面
談
対
応
し
ま
す
。（
借

入
関
係
が
わ
か
る
書
類
等
を
持
参
願
い
ま
す
）
 

申
込
締
切
　
８
月
21
日
（
金
）
※
予
約
時

に
相
談
時
間
を
決
定
し
ま
す
 

　
　
　
北
秋
田
地
域
振
興
局
地
域
企
画
課
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

62-

１
２
５
１ 

    

問 

申 

問 問 

問 

北秋田市花だんコンクール
　花だんを共同で育成している団体や家庭

を対象に花だんコンクールを開催します。 

■応募締切　８月１５日（土） 必着 
■募集対象　【団体の部】 職場、グループ、 

自治会、学校、老人クラブ、子ども会、婦人会等 

【家庭の部】 個人または家庭 

■審査　９月中旬に応募団体や家庭を巡回審査します 

■表彰　10月下旬に表彰式を予定しています 

　　　中央公民館　�62-1130申 問 

問 

問 問 

あきた子育てふれあいカード

　
税
の
納
期
限 

８
月
31
日
は
、 

「
個
人
事
業
税（
１
期
分
）」の
納
期
限
で
す 

　
　
北
秋
田
地
域
振
興
局
県
税
部 

　
　
　 

　
�

０
１
８
６-

49-

２
２
１
１ 

問 

「森吉山ダム」ダム湖名募集！

■募集締切　９月１０日（木） 
■応募方法　『はがき』または『ＦＡＸ』で応募して下

さい。 

■応募に関する必要事項　湖名（ふりがな）、湖名の理

由、郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、電話番号を明記し

てください。 

■その他　ご提案いただいた湖名は、最も多かった

名称とするものではなく、湖名決定の際の参考とい

たしますのでご了承願います。名称が採用された方

に感謝状を贈呈します。 

◎申込み・お問い合わせ 

　〒018-4394北秋田市米内沢字東川向５　国土交通

省森吉山ダム工事事務所内「森吉山ダムダム湖名称選

定委員会」事務局　�72-5435　　72-3057

　命名にあたっては、森吉山ダ

ム「湖」にふさわしい、地域に親

しまれる名称であるこ 

とを願い皆様からの応 

募をお願いします。 

森吉山森吉山ダム完成予想図完成予想図 森吉山ダム完成予想図 
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お・知・ら・せ

　
あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル『
パ
ソ
コ
ン
教
室
』 

▽
デ
ジ
カ
メ
入
門
講
座 

期
日
　
８
月
25
日（
火
）、28
日（
金
） 

　
　
　
９
月
１
日（
火
）、４
日（
金
） 

時
間
　
18
時
30
分
〜
20
時
30
分 

場
所
　
上
杉
あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル 

内
容
　
入
門
、
使
い
方
、
デ
ジ
カ
メ
の
活

用
、買
い
方
、編
集
等 

定
員
　
10
人（
申
込
多
数
は
抽
選
） 

受
講
料
　
１
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
） 

申
込
期
限
　
８
月
12
日（
水
） 

　
　
　
上
杉
あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル 

　
　
　
　
　
　
　
　
�

78-

９
２
９
０ 

　
母
子
家
庭
の
母
、寡
婦
、父
子
家
庭

　
の
父
対
象『
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
』 

期
日
　
８
月
24
日（
月
）、26
日（
水
） 

28
日（
金
）、31
日（
月
）、９
月
２
日（
水
） 

時
間
　
９
時
〜
16
時（
昼
休
み
１
時
間
） 

場
所
　
北
部
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー（
大
館
市
） 

対
象
　
母
子
家
庭
の
母
、
寡
婦
、
父
子
家

庭
の
父
で
、
技
術
を
習
得
し
就
業
や
転

職
の
条
件
を
有
利
に
し
た
い
方 

内
容
　
ワ
ー
ド
と
エ
ク
セ
ル
の
入
門
と
活
用 

受
講
料
　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
） 

申
込
期
限
　
８
月
17
日（
月
） 

　
　
　
福
祉
課
こ
ど
も
福
祉
班 

　
　
　
　
　
　
　
　
�

62-

６
６
３
８ 

　
高
齢
者
の
就
職
支
援
講
習
会 

▽
発
掘
調
査
作
業
講
習 

期
間
　
８
月
17
日（
月
）〜
21
日（
金
） 

場
所
　
中
央
公
民
館
分
館
ほ
か 

定
員
　
20
人
　
受
講
料
　
無
料 

対
象
者
　
60
歳
代
前
半
層 

内
容
　
発
掘
調
査
に
係
わ
る
基
礎
的
な

知
識
を
習
得
し
、発
掘
調
査
作
業
員
と

し
て
の
雇
用
、就
業
を
目
指
す
ほ
か
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
案
内
人
と
し
て
の
活
動
を

目
指
し
ま
す
。 

　
　
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
　 

�

62-

５
１
５
１ 

　
市
が
所
有
す
る
除
雪
 

自
動
車
を
一
般
競
争
入
 

札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。
 

【
売
却
物
件
及
び
最
低
売
却
額
】
 

▽
除
雪
自
動
車（
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
）
 

　
型
式
…
75
Ｊ（
Ｓ
53
年
式
）
 

　
最
低
売
却
額
…
９
万
１
０
０
０
円
 

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
消
費
税
抜
き
） 

【
物
品
の
公
開
・
入
札
参
加
受
付
】
 

　
期
間
　
８
月
３
日（
月
）〜
７
日（
金
） 

　
公
開
時
間
　
９
時
〜
16
時
 

　
受
付
時
間
　
８
時
30
分
〜
17
時
30
分
 

【
入
札
】
 

　
日
時
　
８
月
12
日（
水
）　
14
時
〜
 

　
場
所
　
市
役
所
３
階
 
大
会
議
室
 

◎
お
問
い
合
わ
せ
 

　
財
政
課
管
財
班
　
�

62-

６
６
０
３
 

車
両
売
却
の
お
知
ら
せ
 

米 内 沢 高 校 

～米高生と一緒に森吉山へ登りましょう～ 

第４５回森吉清掃登山 

期　日　８月２９日（土）　　 
コース　こめつが山荘＝山頂＝こめ

　　　　つが山荘 

日　程　９：40開会式（こめつが山荘） 

　　　　９：50登山開始 

　　　　15：10閉会式（こめつが山荘） 

申込み　米内沢高校まで（参加者名と参

　　　　　加人数をお知らせください） 

その他　 

　▽最終下山時刻を13：20とし、これ

　　以降は登らない 

　▽現地集合、現地解散です 

　▽悪天候時は９月４日（金）に延期 

　　米内沢高校�72-4535

鷹 巣 山 岳 会 

～初秋の酸ケ湯温泉と八甲田（大岳）登山～ 

北秋田市民一般募集登山 

期　日　９月１３日（日）雨天決行 
集　合　北秋田市役所前 

コース　酸ケ湯温泉登山口＝大岳＝

　　　　酸ケ湯温泉（入浴） 

　　　　※雨天時コースの変更あり 

定　員　30人（先着順） 

参加費　5,000円（保険代含む） 

持ち物　登山に適した服装及び装備、

昼食、着替え等（下山後、酸ケ湯温泉で入浴） 

申込み　所定の申込用紙に記入の上、

参加費を添えて申込みください。申込

用紙は、中央公民館、合川公民館、森吉

公民館、阿仁公民館にあります。 

※時間など詳細は申込時におしらせ

します 

　　鷹巣山岳会（米内沢中央印刷内） 

　　�72-3103　　72-5213

問 

問 

　市では、今日の平和で豊かな郷　市では、今日の平和で豊かな郷

土発展の礎となった戦没者の英霊土発展の礎となった戦没者の英霊

の遺徳を偲び、平和の誓いを新たの遺徳を偲び、平和の誓いを新た

にするため戦没者追悼式を開催しにするため戦没者追悼式を開催し

ますます。 

【日時】【日時】　８月２８日（日（金） 10:30
～ 

平成21年度　北秋田市戦没者追悼式 
　市では、今日の平和で豊かな郷土

発展の礎となった戦没者の英霊の

遺徳を偲び、平和の誓いを新たにす

るため戦没者追悼式を開催します。 

【日時】　８月２８日（金） 10:00～ 
【会場】　市文化会館 

　　福祉課地域福祉班�62-1113

平成21年度　北秋田市戦没者追悼式 

問 

■期日　１０月１０日（土） ※受付は９時20分までにお願いします 
■日程　10時～　　　記念式典　　《会場：鷹巣農林高校体育館》 

　　　　11時20分～　記念講演　　《会場：鷹巣農林高校体育館》  

　　　　13時30分～　記念祝賀会　《会場：鷹巣体育館》 

■記念講演　講師＝須田慎一郎氏（金融ジャーナリスト） 

■申込締切　８月31日（月） 
※祝賀会に参加される方は、当日祝賀会場で会費（5000円）をお願いします 

鷹巣農林高等学校 創立100周年記念式典 

鷹巣農林高等学校創立100周年記念事業実行委員会　�62-0760問 

申 

問 

申 

問 

申 

問 
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お
知
ら
せ

 

　
毎
週
土
曜
日
も
診
療
し
ま
す 

　
国
民
健
康
保
険
合
川
診
療
所
　

　
合
川
診
療
所
で
は
、
毎
月
第
２
第
４

土
曜
日
を
休
診
日
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

７
月
か
ら
毎
週
土
曜
日
の
午
前
も
診
療

日
と
し
ま
し
た
。
 

　
従
来
ど
お
り
診
療
所
バ
ス
も
巡
回
し

ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

　
　
国
民
健
康
保
険
合
川
診
療
所
 

　
　
　
　
　
　
　
　
�

78-

３
１
６
１ 

　
上
級
救
命
講
習
会（
受
講
無
料
）

日
時
　
９
月
13
日（
日
）　
９
時
〜
17
時 

場
所
　
上
小
阿
仁
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

対
象
　
中
学
生
以
上
　
定
員
　
30
人 

内
容
　
心
肺
蘇
生
法
（
新
生
児
等
含
む
）
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
法
、
異
物
除
去
要
領
、
止
血

法
、外
傷
の
手
当
法
、傷
病
者
搬
送
な
ど 

申
込
締
切
　
８
月
31
日（
月
） 

※
修
了
し
た
方
に
は
「
上
級
救
命
講
習

修
了
証
」を
交
付
し
ま
す
。 

　
　
　
消
防
本
部
警
防
課
救
急
担
当 

　
　
　
　
　
　
　
　
�

62-

１
１
１
９ 

　
防
衛
省
・
自
衛
官
等
採
用
試
験

▽
航
空
学
生（
パ
イ
ロ
ッ
ト
）【
男
女
】 

試
験
日
　
９
月
23
日（
水
） 

会
場
　
二
ツ
井
伝
承
ホ
ー
ル 

対
象
　
21
歳
未
満（
高
卒
見
込
み
含
む
） 

▽
一
般
曹
候
補
生【
男
女
】 

試
験
日
　
９
月
19
日（
土
） 

会
場
　
大
館
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー 

対
象
　
27
歳
未
満（
高
卒
見
込
み
含
む
） 

▽
２
等
陸
・
海
・
空
士【
男
女
】 

試
験
日
　
９
月
19
日（
土
）…
男
子 

　
　
　
　
９
月
28
日（
月
）…
女
子 

会
場
　
大
館
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
…
男
子 

　
　
　
陸
上
自
衛
隊
秋
田
駐
屯
地
…
女
子 

対
象
　
27
歳
未
満（
高
卒
見
込
み
含
む
） 

受
付
期
間
　
９
月
11
日（
金
）ま
で 

　
　
自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本
部
大
館

出
張
所 

�

０
１
８
６-

42-

１
３
９
８ 

　
元
気
な
ふ
る
さ
と
秋
田
づ
く
り
活
動
支
援
事
業 

　
県
民
の
自
主
・
自
立
し
た
地
域
づ
く
り

活
動
や
元
気
に
な
る
活
動
を
応
援
す
る
、

支
援
事
業
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。 

申
請
締
切
　
９
月
１
日（
火
）必
着 

内
容
　
イ
ベ
ン
ト
開
催
が
事
業
費
の
３

分
の
１
以
内
で
、
限
度
額
は
80
万
円
。
講

習
会
・
学
習
会
な
ど
の
開
催
は
事
業
費
の

５
分
４
以
内
で
限
度
額
は
20
万
円
。 

※
申
請
締
切
終
了
後
、審
査
会
で
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、可
否
を
決
定 

　
　
北
秋
田
地
域
振
興
局 

地
域
企
画
課 

　
　
　
　
　
　
　
　 

�

62-
１
２
５
１ 

　
８
月
は「
電
気
使
用
安
全
月
間
」で
す 

　
夏
は
肌
の
露
出
が
多
く
な
り
汗
も
か

く
こ
と
か
ら
、
体
に
電
気
が
流
れ
や
す

く
な
り
、
感
電
事
故
が
多
く
な
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。 

　
電
気
安
全
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

　
　
東
北
電
気
保
安
協
会
大
館
事
業
所 

　
　
　
　
�

０
１
８
６-

42-

７
７
２
２ 

申 

問 

問 問 

森吉山麓高原での自然観察会

■日時　８月１６日（日）　１０時〜１５時 
■集合　森吉山野生鳥獣センター 

■参加資格　往復２時間ほどのトレッキングが可能な方 

■コース　黒石川林道出合いからブナ林を散策しな

がら、国の天然記念物「桃洞スギ」の巨木たちを標

高900ｍの高場森に訪ねる 

■服装持物　トレッキングに適した服装、雨具、

昼食、飲み物等 

■募集人数　３０人（申込多数の場合は抽選） 

■申込方法　「住所」「氏名」「年齢」「電話番号・

ＦＡＸ番号」を明記し、はがき又はＦＡＸで申込み 

■申込締切　８月11日（火） 

■参加費　１００円（損害保険料、当日持参） 

◎申込み・お問い合わせ 

　〒010-0951秋田市山王３-１-７ 環境省秋田自然

保護官事務所  �018-867-8588   　018-867-8589

桃洞スギの巨木たちを高場森に訪ねる

　森吉山野生鳥獣センターを拠点に、動植物を観

察しながら豊かな自然とふれあう自然観察会を実

施します。 

合併処理浄化槽を設置しませんか合併処理浄化槽を設置しませんか

鷹巣・森吉・合川地区は、浄化槽設置補助金を交付します 

　補助金交付の対象地域は、公共下水道事業、農業

集落排水事業による整備地域を除いた地域と、整備

地域であっても当分の間整備が見込めない地域です。

　ただし、下水道事業がその地域で実施された場合、

速やかに加入することを条件とします。 

469,000円 588,000円 784,000円 補助料金 

人槽区分 ５人槽 ７人槽 10人槽 

※浄化槽の大きさは、家屋の延床面積によって決まります。 

（５人槽：延床面積160㎡以下、７人槽：延床面積160㎡超） 

◆分担金として10万円かかります 

　（事業所等は工事費の４割負担です） 

◆維持管理は市で行いますが、毎月使用料を納めて

　いただきます（専用、併用住宅の場合月額2,688円） 

阿仁地区は、市で浄化槽を設置・管理します 

◎お問い合わせ　上下水道課業務班　�72-3113

快適で豊かな生活と美しい環境をつくろう水洗化

問 

問 



お・知・ら・せ

広報きたあきた　21.　8.　125

①松山町団地･･･米内沢字ヲツコ沢77-1★ 

　木造２階１戸建　３ＬＤＫ　 

　月　額　21,100円～41,400円 

②伊勢ノ森第２団地･･･米内沢字伊勢ノ森37-17★ 

　木造２階１戸建 ３ＬＤＫ 

　月　額　22,200 円～43,700円 

③ぬく森団地･･･米内沢字田ノ沢19-8 

　木造平屋１戸建　２ＬＤＫ 

　月　額　50,000円～70,000円 

④上新町団地･･･阿仁水無字上新町東裏4-6★ 

　木造２階２戸建　３ＬＤＫ　※募集２戸 

　月　額　15,400円～30,300円 

⑤東裏簡２団地･･･阿仁水無字畑町東裏49-1 

　簡易耐火２階建　２ＤＫ　浴槽なし 

　月　額　9,800円～19,300円 

⑥サンコーポラスなかたい住宅 

　　　　　　　　　･･･鷹巣字東中岱51-１ 

　鉄筋コンクリート造５階建　３ＤＫ 

　月　額　43,100円　共益費　800円 

　駐車場使用料　3,000円（希望者のみ） 

　〔募集戸数〕 

１階…２戸、２階…２戸、３階…１戸、４階…４戸 

※★印の住宅は単身入居不可です 

※⑥の１階住戸は、加齢や身体の障害等により

階段の昇降に支障がある方の入居に限ります 

※⑥の住居は当分の間、随時募集とします 

【敷　金】　家賃の３ヵ月分（退去時までの預り金） 

【入居資格】 

・収入基準を満たすこと 

・住宅に困窮していることが明らかなこと 

・公租公課を滞納していないこと 

【募集期間】　８月３日（月）～12日（水）土日除く 

【申込み先】　都市計画課／総合窓口課／合

川総合窓口センター／阿仁総合窓口センター 

市営住宅
入居者募集

【現地案内】 

　下記の日時に募集住宅をお見せしますの

で、ご希望の方は希望日の前日までに電話

等でお申込ください。 

日時　８月６日（木）または７日（金） 

　　　森吉地区９時～（集合＝森吉庁舎） 

　　　阿仁地区11時～（集合＝阿仁庁舎） 

　　　鷹巣地区13時30分～（集合＝市役所） 

※希望される住宅所在地の庁舎にお集まり

ください 

◎お問い合わせ　 

　都市計画課建築住宅班　�７２－５２４６ 

　今年の第１弾は、今をときめく秋田内陸

縦貫鉄道スーパーラブトレイン『みちのく

小京都を見て食べて回ろうツアー』です。 

　こんなに楽しいツアーはないかもしれま

せん。特に女性はお得ですよ。 

夏のスーパーラブトレイン 

独身男女集まれ！『角館散策グルメツアー』

北秋田市ハートフル倶楽
部「出会いイベント」 

日　時　�９月６日（日）９時〜18時30分

集合場所　秋田内陸縦貫鉄道「鷹巣駅」 

参 加 費　男性：5000円  女性：2000円 

参加資格　県内に在住する独身の男女 

定　　員　男女各25人（先着順） 

申込締切　８月17日（月） 

申込み・お問い合せ 

福祉課こども福祉班内、北秋田市コウノトリ委員会 

（愛称ハートフル倶楽部）　�62-6638　　62-4296 

メール kids@city.kitaakita.akita.jp

【共済期間】　加入日の翌日から平成22年３月31日まで 

【受付窓口】 生活課地域推進班または各総合窓口センター 

※金融機関窓口での受付は、７月31日で終了しました 

※金融機関窓口と市役所窓口からの二重加入はできません 

　　生活課地域推進班�62-6628　または各総合窓口センター 

年間掛金 ４００円（１人） 

道路上での 

◇自動車事故 

◇自転車単独事故 

◇歩行中に自動車にひか

　れた 

などの場合に、入院治療期

間及び通院治療実日数に

対し、共済金を支給します。 

交通災害共済

共済内容 

「交通災害共済」と「不慮の災害共済」
加入手続きはもうお済みですか？

年間掛金 ６００円（１人） 

◇農作業、山林作業の事故 

◇スポーツ中の事故 

◇屋根の除雪中に転落 

◇歩行中の転倒 

◇火災によるやけど 

などの場合に、入院治療期

間に対し、共済金を支給し

ます。通院は対象外です。 

不慮の災害共済

共済内容 

■年齢や健康状態による制限は一切ありません
■住民の方ならどなたでも加入できます

問 
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市
交
際
費
を
公
開
し
ま
す《
６
月
》

▽
慶
弔
費
２
万
０
０
０
０
円（
２
件
） 

▽
会
　
費
５
万
５
０
０
０
円（
10
件
） 

▽
そ
の
他
４
万
０
０
０
０
円（
３
件
） 

▽
合
　
計
11
万
５
０
０
０
円（
15
件
） 

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が

出
席
し
て
い
る
分
も
含
ん
で
い
ま
す
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入
札
結
果
の
公
表《
６
月
》 

《
２
５
０
万
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契
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状
況
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（
市
道
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路
舗
装
▽
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㈱
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安
全
施
設

工
事（
市
道
羽
根
山
沢
線
）▽
９
８
８
万
５

０
０
円
▽
㈲
喜
組 

人口と世帯数

※６月30日現在住民基本台帳による 

総人口　37,996人（48人減） 

　男　　17,888人（27人減） 

　女　　20,108人（21人減） 

出　生　17人　転　入　52人 

死　亡　51人　転　出　66人 

世帯数  14,619世帯（１世帯減） 

前月比 

お
知
ら
せ

■
鷹
巣
図
書
館
�

62-

３
３
１
１ 

■
森
吉
図
書
館
�

72-

３
１
９
２ 

　（
５
日
、12
日
、16
日
、19
日
、26
日
） 

■
上
杉
あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル
�

78-

９
２
９
０ 

　（
１
、２
、８
、９
、13
、15
、16
、22
、23
、29
、30
） 

■
ひ
ま
わ
り
の
家
�

78-

４
０
２
５ 

　（
３
日
、10
日
、17
日
、24
日
、31
日
） 

８
月
の
休
館
日

の納期限 税 
国民健康保険税　第２期 

市 県 民 税　第２期 

日 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31

曜 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

電話番号 

62－1455 

62－2882 

62－1155 

62－1146 

82－2351 

69－5300 

62－1455 

62－2261 

63－0515 

63－2700 

62－1400 

72－4501 

62－1455 

62－1455 

62－1455 

62－1146 

69－7311 

60－1055 

62－2882 

62－1155 

78－3338 

63－0105 

62－1101 

78－3161 

62－2261 

62－1455 

63－0515 

69－7311 

62－1400 

63－2700 

60－1055

医 療 機 関 名  

北 秋 中 央 病 院  

藤 原 医 院  

近 藤 医 院  

奈 良 医 院  

阿 仁 病 院  

毛利整形外科クリニック 

北 秋 中 央 病 院  

津 谷 内 科  

遠 藤 ク リ ニ ッ ク  

たむら内科クリニック 

石川耳鼻咽喉科医院 

公立米内沢総合病院 

北 秋 中 央 病 院  

北 秋 中 央 病 院  

北 秋 中 央 病 院  

奈 良 医 院  

児玉内科クリニック 

うえだクリニック  

藤 原 医 院  

近 藤 医 院  

疋田外科内科医院  

佐々木産婦人科医院 

盛 岡 外 科 医 院  

国民健康保険合川診療所 

津 谷 内 科  

北 秋 中 央 病 院  

遠 藤 ク リ ニ ッ ク  

児玉内科クリニック 

石川耳鼻咽喉科医院 

たむら内科クリニック 

うえだクリニック  

▼診療の対象となるのは応急の診察を要する
方です。仕事や職場の都合で夜間診療を受け
る場合は、診療に応じかねます。▼往診はし
ていません。年齢・病気の病状にかかわらず
事前に当番医へ電話等でご相談ください。 

夜間当番医（　）日程表夜間
診療

（診療時間 午後６：３０～９：００） 

８月31日まで 
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６
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長
に
当
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の
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で
再
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３
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長
を
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ま
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た
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第５３回第５３回 第５３回 

��
(金)(土)

�� ��・��
(金)(土)

■時　間　

　19:00〜（子どもの部）

　19:30〜（大人の部）

■会　場　

　銀座通り商店街�

　　　　　（鷹ノ巣駅前）

　盛りだくさんの賞品が当たる『抽選会』も行

います。帰省客の皆さんをお誘いの上、ご家族

お揃いでご参加ください。

　盛りだくさんの賞品が当たる『抽選会』も行

います。帰省客の皆さんをお誘いの上、ご家族

お揃いでご参加ください。

◎お問い合わせ　市観光協会　�６２−１８５１８５１◎お問い合わせ　市観光協会　�６２−１８５１

市民盆踊り大会 市民盆踊り大会 市民盆踊り大会 
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鈴木　ギンさん　（阿仁打当） 

明治42年７月24日生まれ 

100歳おめでとうございます！100歳おめでとうございます！
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川 
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あいかわ 

● 
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川井 
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李岱 
 
会場 

合川中 

合
川
庁
舎 

会場周辺図

会場

（注）専用駐車場はありません。会場周辺の公共駐車場は大変

混雑いたしますので、どうぞ内陸線をご利用ください！（阿仁

前田駅より徒歩１分）

◆お問い合わせ 

観光案内所四季美館　�　７５－３１８８ 

阿仁前田河川公園 

◆お問い合わせ 
　阿仁の花火実行委員会 �８２－３３００ 

森吉山麓たなばた火まつり 森吉山麓たなばた火まつり 
第２３回第２３回 第２３回 

　夏の一大イベント『森吉山麓たなばた火まつり』も、
地域の皆様に支えられ第２３回を迎えます。各地区
伝統の灯篭大行列、夜空を華麗に彩る創作花火、川面
に映る県内最長の火文字群、炎と太鼓の大競演、大ナ
イアガラなど、見所満載で皆様をお待ちしております。 

燃
え
よ
！

燃
え
よ
！ 
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！
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！
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え
よ
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(金)(金)

午後４時〜　前田小ロックソーラン・

阿仁前田獅子踊り・たなばた灯篭大行列

午後８時〜火まつりセレモニー・火文字、

打ち上げ花火・火まつり太鼓

午後９時２０分　終　演

第３８回 

合川橋付近

阿仁川堤防��

１９：３０〜�

合川まと火 合川まと火 

第２９回 

合川ふるさとまつり 合川ふるさとまつり 

�金��金�

� ���� ���

合川公民館前�１７:１０〜合川公民館前�１７:１０〜

17：10～　アマチュアバンド 
17：50～　呼太鼓 
18：00～　通り踊り 
18：30～　開会セレモニー 
18：40～　合川太鼓 
19：00～　まと火点火式 
19：30～　まと火点火 
19：30～　合川太鼓 
19：50～　タント節 
20：20～　歌謡ショー 

プログラム

◆合川まと火 

　(問)合川公民館 
　�７２－2114 

◆合川ふるさとまつり 

　(問)商工観光課 
　�７２－５２４３ 

� ��� ��

阿仁河川公園 
18:00～灯篭流し 
19:30～花火 

第47回 

阿仁の花火と 
灯篭流し 

第47回 

阿仁の花火と 
灯篭流し 

会 場
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昔なつかしの盆踊り昔なつかしの盆踊り 
阿仁からめ節の披露阿仁からめ節の披露 
山金堀りで有名な腕かけ技法の実技山金堀りで有名な腕かけ技法の実技 

昔なつかしの盆踊り 
阿仁からめ節の披露 
山金堀りで有名な腕かけ技法の実技 

◆イベントイベント ◆イベント 

◆お問い合わせお問い合わせ 

　阿仁鉱山　阿仁鉱山700700年祭実行委員会年祭実行委員会 �８２－３６５８８２－３６５８ 

◆お問い合わせ 

　阿仁鉱山700年祭実行委員会 �８２－３６５８ 

�日��日�

� �	�� �	�

　1309年，向山金山発見から
阿仁鉱山の歴史が始まったと
いわれる。 
　近代化産業遺産として経済
産業省から認定を受け2009年、
ちょうど700年目にあたり鉱
山の歴史を後世に伝えていく
ため「阿仁鉱山七百年祭」を
開催します。 

民謡日
本一 

小 野 花 子  
民謡歌謡ショー 

日時 

午前９時30分 開場 
場所 阿仁ふるさと文化センター 

8月15日（土）
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